


心 の 糧
十二使徒評議員会補助

ジ エー ムズ ・A・カ リモ ア

私たちの信 じているように,今 日この教会の頭には生ける

予言者がおり,主 はこの教会を導 くために,こ の予言者を通

して,み こころをあらわしておられる。私たちは,十 二使徒

評議員会会員をも,予 言者,聖 見者に して啓示を受ける者と

して支持する。彼 らも,教 会を守護 し,教 会の秩 序を維持

し,キ リス トの特別な証 し人 となるべ く,神 より選ばれ,霊

感を与え られた人々である。ある特定の地域を管理するため

に,神 の代表者として指名されたステーキ部長や監督,ま た

伝道部長や支部長を支持すると言っておきながらその勧告に

従わない人は,自 ら,福 音の祝福を拒み,個 人にもたらされ

る祝福や指導を拒んでいるのである。教会 の指導者 の勧 告

は,通 常,福 音の律法の繰返 しであり,教 会の教えに従い,

バプテスマの水に入ったとき,ま た主の宮居に入ったときに

交わ した契約に忠実であるように励ます激励である。

こうした勧告に従えば,最 終的には幸福を得 ることができ

る。だが,勧 告に不従順であれば,損 失をこうむ るだけであ

る。その結果,し ば しば,入 は他人のあら捜 しをしたり,教

会の活動から遠ざかったり,戒 めを破ったりして,つ いには

信仰を失 うに至 るのである。

今 日,与 えられる勧告の中で最 も大切 なものは,主 が教会

を導 くために絶えず与え られる指導 に従順に従い,左 右どち

らの極端にも偏 ることな く,川 の中心水路を流れるように勧

める勧告である。

この証を皆様の心の中に残すべ く,イ エス ・キ リス トの御

名によって祈 る。 アーメン。
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メ ッセ ー ジの 主 題 を 捜 す に あた って

私 は今 日多 くの 不穏 な状 態 と不 幸 とを

生 み 出 して い る世 界 の状 勢 を 考 え て,

こ う自問 して み た 。 平 安 を 得,幸 福 に

な る に は,こ う い った 状 勢 に対 し,変

革 を 加 えな けれ ば な らな いが,そ のた

め に最 も必 要 な もの は何 で あ ろ うか 。

それ に対 す る私 の 答 え は,い つ しか

主 イエ ス ・キ リス トの 教 え に あ るふ た

つ の メ ッセ ー ジ に集 約 され て い っ た。

「ま ず神 の 国 と神 の義 とを求 め な さい
。

そ うす れ ば,こ れ らの も の は,す べ て

添 えて 与 え られ るで あ ろ う。」 そ し て

「愛 し合 い な さ い」 のふ たつ で あ る
。

今 日,個 人 に,地 域 社 会 に,国 家 に,

そ して 全 世 界 に悲 劇 と不 幸 を引 き起 こ

して い る あ らゆ る問 題 を解 決 す る鍵 が

このふ たつ の教 え の中 に見 い だせ るの

で あ る 。この ふ た つ の教 え を 受 け 入 れ,

そ れ に従 っ て生 活 す る こ とに よ り,私

た ち は,現 世 で は,永 遠 の幸 福 を得 る

こ とが で き る の で あ る。 これ こそ私 た

ち皆 が,追 い求 め るべ き祝 福 な の で あ

る。

律 法 学 者 が イ エ ス に,「 先 生,律 法

の 中 で,ど の い ま しめ が い ち越 ん大 切

な の です か 」 と尋 ね た と き,イ エ ス は

答 え られ た,「 「心 を つ く し,精 神 を つ

192

く し,思 い を つ く して,主 な る あ な た

の 神 を 愛 せ よ」。

これ が い ちば ん 大 切 な,第 一 の い ま

しめ で あ る。

第 二 も これ と同様 で あ る。 「自分 を

愛 す る よ うに,あ なた の隣 り人 を愛 せ

よ』。」(マ タ ノf22:36-39)

黄 金 律 を 適 用 しなが ら 「神 を 愛 し,

互 い に愛 し合 う よ う」 命 じ られ た こ と

を 決 して 忘 れ ない よ う に しよ うで は な

い か 。 私 た ち は隣 り人 を 愛 さず して神

を 愛 す る こ と はで き な いの で あ り,ま

た,神 を 愛 さず して,真 に隣 り人 を愛

す る こ と もで き な いの で あ る。 これ は

万 人 にあ て は ま る。 も し私 た ち ひ と り

び と りが,こ の 律 法 を 守 る な ら,他 人

に つ い て 心 配 す る必 要 は全 くな くな る

わ け で あ る。

救 い 主 が,人 生 で 最 も大 切 な もの と

して 強 調 され た こ の 愛 を 持 ち た い な

ら,ま ず 家 庭 か ら始 め て,そ れ か ら 日

常生 活 に及 ぼ さね ば な らな い。 愛 は 家

庭 か ら始 ま る。 お互 い の た め に犠 牲 を

払 い な さ い。 お互 い に幸 福 に な る よ う

に しな さ い。

も し,父 親 と母 親 の 間 に愛 が あ るな

らば,両 親 と子 供 の間 に も愛 が あ り,

大管 長 会 メ ッセ ージ

また子供たちの間にも愛があるであろ

う。家庭において,礼 儀正 しく,親 切

で,思 慮深 く,て いねいであることの

価値を,強 調 し過ぎるということはな

い。家族のうちに真実の完全な愛があ

れば,「両親を敬え」とか「盗むべか ら

ず」とか 「殺すべか らず」とか 「偽証

をたてるべか らず」などといった他の

戒めに気を配る必要 もな くなるであろ

う。自動的に守 られるか らである。

救い主が与えられた黄金律を熱心に

取 り入れようと努めなが ら人生を経験

していけば,私 たちはこれまで以上の

喜びを味わい成功を修め,ま た満足を

得ることであろう。また他の人々の愛

と天父の 「みたま」とを亨受できるで

あろう。常に他の人々,つ まり友人や

隣人,妻 や夫,そ して子供たちの最善

のものだけを捜そうとするならば,そ

の人々は,世 界で最 もすば らしい人々

に見えて.くるであろう。反対に,人 々

の弱点や欠点ばかり捜 して,そ れにこ

だわっていれば,同 じ人でも,ひ どく

つまらない存在に思われて くるであろ

う。

私が人々の間を旅するにつれ,人 間

には,自 分の弱点を過小評価 し,他 人

愛 し合いなさい

N・ エ ル ドン ・タナ ー 第一 副 管 長
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予言者ジョセブ ・スミスはこう記 している。 「われ らは,

すべて神のこれまでに啓示 したまい しこと,す べて今啓示 し

たもうことを信 じ,な お今より後,神 の王国につきて多 くの

偉大にして重要なることを啓示 したもうことを信ず。」(信仰

箇条第9条)

これは,神 か ら絶えず啓示があることを宣言 し,ま た私た

ちがこれまで啓示を皆受け入れ,今 後 も神の息子,娘 のため

に必要とされる新 しい啓示をも待ち望んでいることを示 して

いる。

予言者ジョセブ ・スミスは,も し神が天か ら御自身を現わ

されるのを止めたと言 う者がいるなら,そ れまで予言者と使

徒 によって与えられたもの以外に新 しい啓示が必要 となろう

と教えた。

ハロル ド・B・ リー大管長 は,私 たちの時代に絶えざる啓

示があることに関 して,以 前ある話をされた。
「私は伝道中,伝 道部長と一緒にカーセージの牢獄へ行っ

たことがある。予言者とその兄ハイラムが殉教 したという場

所に来て感動 した私 たちは,伝 道部長に,殉 教に至 ったでき

ごとを詳 しく話 して くださるようお願いした。当時青年であ

った私 は,伝 道部長の言われた次の言葉に深い感 銘 を覚 え

た。 『予言者ジョセブ ・スミスが死んだとき,多 くの人々が

事実上ジョセブと共に霊的に死んだと言える。ブ リガム ・ヤ

ングが死んだときにも,多 くの人々が彼 と共に霊的に死んで

いった。ジョン ・テイラーのときも同様であり,大 管長が死

去するたびにいつも同じことが起 こったのである。』」4

大管長が地上において神の代表者 としての務めを終えられ

るとき,聖 徒は,主 が新 しく指名される予言者,聖 見者にし

て啓示を受ける者に目を向けなければな らない。この教会を

管理 してきた人には,皆,あ る特別な果たすべき仕事があっ

た。そして,こ の使命が果たされると,主 はその予言者をみ

もとに呼ばれるのである。ひとりの大管長が亡 くなれば,救

い主は,新 しい予言者,大 管長を通 して,教 会のとるべき方

向を明 らかにされるのである。

主が予言者たちに与える啓示に関 して,ジ ョン ・テイラー

大管長は,教 会には会員のその時々の必要に対応できる,新

しい啓示が絶えず必要であることを指摘 した。大管長はこう

言っている。

「……私たちには
,生 ける木一生ける泉一天上の生ける神

権から生 じ,地 上の生ける神権か ら生ずる,生 ける英智が必

要である……。アダムが初めて神か ら交通を受けたその時代

から,ヨ ハネがバ トモス島で啓示を受け,ジ ョセフ ・スミス

の前に天が開けたその時代に至るまで,教 会や個人個人が置
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か れ た 特 殊 な状 況 に即 応 す る新 しい 啓 示 が,常 に必 要 とさ れ

た 。 ア ダ ム に与 え られ た啓 示 に は,ノ アの 箱 舟 を建 造 す る よ

う に と の指 示 は含 ま れ て い な か った 。 ノ ア に与 え られ た 啓示

も,ロ トに ソ ドムを 捨 て るよ うに とは 言 って い な い。 ま た,

これ らの 啓 示 の うち,ひ とつ と して イ ス ラエル の子 らに エ ジ

プ トを脱 出 す る よ うに指 示 した もの は な い。 そ れ は皆,そ れ

ぞ れ の た め に与 え られ た啓 示 だ っ た か らで あ る。 イ ザ ヤ に し

て も,エ レ ミヤ,エ ゼ キ エル,イ エ ス … … ヨハ ネ に して も,

そ して ジ ョセ フ ・ス ミス に して も同様 で あ っ た。 そ して私 た

ち に も独 自 の啓 示 が 与 え られ な け れ ば な らな い 。 そ うで な け

れ ば,私 た ちは 破 滅 を免 れ な い だ ろ う 。」5

「兄弟たちよ,教 会の大管長から 目を離さないように

しなさい。仮に大管長があなた方に何かまちがったこ

とをするよう命 じて,あ なた方が それを行なうことが

あったとしても,主 は,そ の点であなた方を祝福して

くださるであろう。 だが心配する必要はない。 主は決

して御 自分の代弁者が民を誤 って導 くのを そのまま見
■

ているようなことはなさらないからである。」

・ジ ョセブ ・F・ メリル長老 も,聖 典 と教会幹部の兄弟たち

に従うよう勧告 している。

「教会の人々は,自 分がどうすればよいかを知 るための安

全な指針が欲 しいと思 っているだろうか。それなら,こ うす

ればよい。大管長会の指示と常に調和 していなさい。大管長

の教えと勧告を受け入れ,そ れに従いなさい。大会ごとに,

私たちは挙手によって大管長を,予 言者,聖 見者にして啓示

を受ける者 として支持 している。支持の挙手をしておきなが

ら,そ.の勧告に反する行動をとったら,矛 盾 していると言え

ないだろうか。大管長に反対 しなが ら,自 分は主に仕えてい

ると信 じるほど単純な人間がいるだろうか。もちろん,大 管

長が絶対誤 りを犯 さないと言うのではない。大管長 も決 して

そんなことを主張 しない。だが,大 管長が公の立場で,教 会

の会員にその義務を教え,勧 告するとき,主 を喜ばせたいと

思 う者はだれ も,決 して大管長の勧告に反対す ることのない

ようにしていただきたい。

あなた方を助けたいと思 う気持か ら,ひ とつの鍵をお話 し

よう。心の中に疑いが生 じた ら,へ りくだってひざまずき,

心を開いて,心 底から主のみこころを行ないたいと,熱 心に

祈 りなさい。……やがて,胸 の内を喜びと満足感で満たす答

えが得 られるだろう。それ こそ神の答えである。この答えに

従順に従 うなら,常 に大管長の言われるとおり,・行なうこと
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神 の王国 を

出で行 かせ た まえ

ハ ロ ル ド ・B・ リー 大 管 長

これは末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会大管長に支持された

「聖会」での説教である。

今日,生 涯で最 も厳粛なこの日,私

は心の奥深 く貫 く大きな感動をとても

口で表現することはできない。従って

私は主のみたまに促 されて話すのでな

ければ,至 高者の聖徒である愛する皆

様に,こ の大切な歴史的な瞬間にある

私の心中の思いを感 じていただ くこと

はできないであろう。

皆様 と共にこの心を揺り動かさずに

はおかない 「聖会」に参加 して,私 の

心には何にも増 して,1835年 に主がこ

の教会に与えたもうた大いなる啓示の

重みが力強 く迫ってきた。主はこの啓

示の中で,具 体的に指示を与えて,神

の王国すなわち教会を統治するには,

神権の秩序を尊ばなければな らないこ

とを示された。

200

この啓示の中で主は,大 管長会,す

なわち主の呼び方によればメルケぜデ

ク神権,ま たは教会の大神権の大管長

会(教 義 と聖約107:22)を 定める4

つの条件を指定 された。

まず,3人 の管理大祭司がいなけれ

ばならない。

第二にこの3人 はひ とつの組織体

(これは十二使徒定員会であると考え

られている)に よって選ばれる。

第三にこの3人 は同 じ組織体,す な

わち十二使徒定 員会 によって指名 さ

れ,聖 任 されなければならない。

第四に彼 らは,教 会員の信任と信仰

と祈 りによって支持 されなければなら

ない。

大管長会の定員会が形成されて教会

を管理するようになるためには,以 上

のことがすべて秩序正 しく行なわれな

ければな らない。

前の3つ の段階は,1972年7月2日

に神殿で開かれた神聖な集会で,十 二

使徒によって進められ,正 しく守 られ

た。そして大管長会が指名された。

今 日私はこれまでにも増 して,最 後

の条件の重要性を感 じている。すなわ

ちこの大管長会は,主 の言葉によれば

教会員の信任 と信仰 と祈 りによって支

持 されなければならない。 もちろんこ

こで言 う教会員 とは,す べての教会員

を指 している。

しばらく前,す ば らしい レーマン人

の聖徒たちが中央 アメリカ諸国やメキ

シコから集 まって大きな地区大会がメ
る

キシコ市で8月 に開催されたとき,私

たちは愛と友情の精神が会場に豊かに

あふれるのを目にした。1万6千 人以

上の聖徒が広い会場に一堂に会し,教

会幹部を支持 した。

再びこの力強い 「聖会」の場で,私

は兄弟たちの真実の愛 ときずなを感 じ

て,口 では言い表わすことのできない

感動を覚えている。 この会場には霊の

賜があふれんばか りにみなぎっていて

疑いもな く私たちは目に見える人はも

ちろん,見 えない人々の面前にもいる

のである。このような機会には私たち

の主 もそばにおられるに違いない。そ

うでないとだれに言えようか。私たち

も全世界もこの教会が主の教会である

ことを決 して忘れてはならない。また

私たちは全能者の指示に従って仕えな

ければならない。実にニューヨーク州

フェイヤットで開かれていた同様の大

会で主が聖徒たちに宣言されたことを

思い起 こしていただきたい。まざまざ

と当時のことを思い起 こす ことができ

る。主は言われた。 「されど見よ,誠
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すでに様 々のかん難 と試練 を乗 り越

え,神 と神の民の前に,そ の職に就 く

にふさわ しいことを証明 しているので

ある。……まだ試されず,神 と民の前

に,ま た至高者の評議会の前に自分が

ふさわしいことを証明できなければ,

前に出て教会と神の民を導 くべきでは

ない。このような例はこれまでになか

った。時の初めか ら,教 会を導いてい

く者の資質は,み たまと全能者の勧め

を理解 し,教 会員を知っていて,教 会

員からも知 られていることであった。」

(「説教集」第1巻((英 文))P.123)

私の前に大管長の任に就いた人々の

生涯を振 り返ってみて,私 はどの大管

長 もそれぞれその時代に特別な使命を

帯びていたことを知った。

そして静かに内省 して自分のことを

考えてみた。またオルソン・ハイ ドの

評価法に照 らして,私 の経験を考えて

みた。緯いて予言者ジョセブが彼の性

格について語った言葉を思い出 した。

その言葉は幾分私にも当てはまるよう

に思われる。予言者は次のように語っ

ている。

「私は高い山か らころが り落ちる,

ごつごつ した大きな岩のようなもので

ある。私が丸みを帯びてい くとすれば,

外部のもの,例 えば宗教上の偏見,聖

職者の攻略,弁 護士や学者の術策,虚

偽を流布す る編集者,買 収 された判事

や陪審員,そ れに暴徒や神を冒漬する

者,わ いせつな堕落 した男女を背後に

控えて偽証する行政官に出会うときで

ある。地獄が東になってそこか しこの

角を打ちたた く。このようにして私は

全能者の矢筒に納まる丸みを帯び磨か

れた矢となるのである。」(「 予言者ジ

ョセフ・スミスの教え」((英文))P.304)

このように心中よぎる思いと考え合

わせていると,な かなか理解できなか
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った様々な経験や身にふ りかかったで

きごとの意味がわかってきた。私 も高

い山か らころが り落ちるごつごつした

石のようなことが多 く,諸 々の経験に

もまれ,磨 かれ,問 題を克服 して全能

者の矢筒の中にあって洗練 された矢と

なるべ く備えられたように思われる。

私 も苦 しい事柄に遭遇 して,従 順を

学ぶ必要があったに違いない。それは

私のためになる経験であり,現 世の様

々の試練を克服できるかどうか試す も

のであったのである。

私の顧問となる高貴な人,N・ エル

ドン ・タナー副管長 とマリオン ・G・

ロムニー副管長を選ぶにあたって,私

はこのふたりも豊かに予言の賜を授か

っており,私 が決 して孤独ではないこ

とを感 じた。このふたりも試されてよ

しとされ,主 の前に欠けるところのな

い人々である。私は大管長会の高潔な

人々に,ま た十二使徒や他の教会幹部

の立派な方々にほんとうに感謝 してい

る。

私が召された次の朝,愛 する伴侶と

ひざまずいて祈 っているとき,私 の心

は天の窓が開けるごとく親 しみをこめ

てすべての教会員に到達するように思

われた。そ して全世界の300万 以上 も

の会員のひとりであることをしばし感

じることができた。

他の場所ですでに話 したことである

が,私 はすべての忠実な聖徒から信任

と信仰と祈 りによって支持 されること

を,衷 心か ら祈 り求めている。私は皆

様の祈 りに答え,主 が私を通 して皆様

の祈 りに答えられ るような大管長 とな

るべ くまこころか ら努めることを約束

する。

この数 ヵ月の間に,新 しい霊的な理

解力の泉が湧いてきた ように思われ

る。私は英国へ向かう初期の宣教師に

予 言 者 ジ ョセ ブが 言 っ た次 の言 葉 が真

実 で あ る とは っき り知 って い る。

「人 が 主 に近 づ け ば そ れ だ け,敵 の力

は主 の御 業 達 成 を 妨 げ よ う と して 大 き

くな っ て くる 。」(オ ル ソ ン ・F・ ホ ・f

ッ トニ ー 「ヒー バ ー ・C・ キ ンボ ー ル

の生 涯 」((英 文))P.131)

この こ とが 当時 だ け で な く今 日 も事

実 で あ る こ と に一 点 の疑 い も持 って い

ない 。 しか し同時 に主 が言 わ れ た よ う

に,「 汝 らに 刃 向 う刃 は栄 ゆ る こ とな

か らん。 も し何 人 にて も声 を挙 げ て汝

らに逆 ら う者 あ らば,わ が 時 節 至 りて

言 い破 られ ん 。」(教 義 と聖 約71:9,

10)

私 は皆 様 の忠 誠 と 支 持 の 挙 手 に心 か

ら感 謝 して い る。 私 は救 い主 が 確 か に
る

神 聖 な使 命 を帯 び て お られ た こ とを,

これ まで のす べ て の神 権 時 代 と同 様,

主 の教 会 に か か わ る事 柄 の上 に,主 の

導 き の手 が あ る こ と を,厳 粛 に 証 す

る。 目で 見 る こ とを 許 さ れ た 以上 に確

固 と した 証 を も って,私 は次 の こ とを

承 知 して い る。 主 が言 わ れ た よ う に,

「神 の王 国 の鍵 は この 世 の 人 の 手 に委

任 され,〔 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスか

ら後 継 者 を 通 して今 日に い た る〕,福

音 は こ こよ り転 じ行 きて 世 の 果 に まで

も達 せ ん。 あ た か も人 手 に よ らず 山 よ

り切 り出 さ れ た る石 の転 が り出で て,

っ い に全 世 界 に充 ち満 つ るが 如 し。」

「これ を 以 て
,願 わ くは天 の王 国 の

来 た らん た め,ま ず 神 の王 国 を 出 で行

か せ た まえ 。」(教 義 と聖 約65:2,

6)

私 は 全 身 全 霊 に満 ち あ ふ れ る確 信 を

も って 以 上 の証 を のべ,教 会 の全 会員

と全 地 の心 の清 い人 々 に祝 福 が あ る よ

う に,主 イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ

り祈 り奉 る。 ア ー メ ン。,
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ぬ。

多くの日を経て,主 の天使一人 アダ

ムに現われて言いけるは,汝 何故に主

に犠牲を捧 ぐるやと。アダム彼に言い

けるは,わ れその故を知 らず,た だ主

の誠命に従 うのみ。

ここに天使語 りて言いけるは,こ の

犠牲を捧 ぐることは,御 父の生みたも

う恩恵 と真理に満てるただ独りの御子

が犠牲となりたもうことのひながたな

り。

この故に,汝 の為すすべてを御子の

御名によりて為せ。また汝悔い改めて

今よりいつまでも御子の御名によりて

神を呼ぶべ し。

その日,父 と御子の証を為 した もう

聖霊アダムに下りて宣いけるは,わ れ

は太初より,ま た今よりとこしえに,

父の生みたまえる独子なり。汝堕ちし

が故に瞭わるることを得ん。腰われん

と欲するありとあらゆるすべての人類

もまた然 りと。」(モ ーセ5:5-9)

従って,明 らかにアダムは,キ リス

トが人類の罪を照って殺されることと

復活のあることを啓示によって知 って

いた。 これは,ア モスの予言にあるこ

とを証拠立てるものである。アモスは

「まことに主なる神は,そ の しもべで

ある予言者にその隠れた事を示さない

では,何 事をもなされない」(ア モス

3:7)と 言.っている。

多 くの人々が,歴 史家によって記録

された俗世の事実は喜んで受け入れる

のに,人 格に非の打ち所のない入たち

が聖典に記録 した宗教上の歴史は,受

け入れることを拒んでいる。それどこ

ろか,主 か ら出た予言がいったん成就

し,俗 世の歴史でも立証されているの

にそれを信 じようともしないでいる。

この理由には全 く合点がゆかない。特

ZD4

に人々は何世紀にもわたって自分の時

代の予言者を受け入れることを拒んで

きたbそ れで予言者の多 くは,迫 害さ

れ嘲笑され,そ して殺害されてきた。

予言者が悔い改めを叫んで,人 々の

悪に目を向けさせようとすると,例 外

な く大多数の人々が予言者を受け入れ

ようとしなかった。聖典はそれを嘆 く

声で満ちている。救い主が律法学者 と

パ リサイ人を叱責された後群衆に向か

って言われたことばを覚えているだろ

う。
「ああ,エ ルサ レム,エ ルサレム,

預言者たちを殺 し,お まえにつかわさ

れた人たちを石で打ち殺す者 よ。ち ょ

うど,あ んど'りが翼の一下にそのひなを

集めるように,わ たしはおまえの子 ら

を,幾 たび集めようとしたことであろ

う。それだのに,お まえたちは応 じよ

うとはしなかった。

見よ。おまえたちの家は見捨て られ

てしまう。

わたしは言っておく,r主 の御名に

よってきたる者に,祝 福あれ』とおま

えたちが言 う時までは,今 後ふたたび

わたしに会 うことはないであろう。」

(マタイ23:37-39)

主にあって喜ばれたいと思 うなら,

私たちは予言者に耳を傾け,支 持 しな

ければならない。新大陸の初期の予言

者ニーファイは,そ の民を嘆いて言っ

だ。

「私の兄弟たちよ。神は紅海の水を

打ってこれを右 と左へ分ける力をモー

セと言う一人の人に与えたもうた。そ

れで,私 たちの先祖であるイスラエル

人は乾いている陸を歩いて海を通り過

ぎたが,そ のあとか ら海の水はもとの

ところへかえゆ,エ ジプ ト人の軍隊を

呑みこんでことごとくこれを溺 らせて

しまったことは,あ なたがたが読んだ

ではないか。

ごらん,も し神が本当にこのような

大 きな力をモニセに与えたもうならば

あなたたちはなぜ互いに争って,悔 い

改めを しないとあなたたちに下 るはず

の裁きを知る力を神が自分に与えたこ

とはないと言っているのか。

あなたたちは私の言葉を否定するば

か りでなく,ま た私たちの先祖が宣べ

たすべての言葉 と,前 に言 ったような

大きな力を与え られたモーセの言葉,

すなわちモーセがメシヤの降臨につい

て告げた言葉 も否定するのである。

このような証拠を立てたのはひとり

モーセだけではな くて,そ の時か らさ

かのぼってアブラハムの時代に至る聖

い予言者たちもまた皆これを証 した。

私はアブラハムの時代の後にも,こ

れ らのことを証 した予言者が多かった

ことをあなたたちに知 らせ た い と思

う。予言者ゼノスは勇敢に証拠立てた

が,こ れがために殺されてしまった。

……エルサ レみがエレミヤの言 つた

通りに亡ぼされたことは私たちが知 っ

ている。それであるか ら,エ レミヤが

予言 した通 りに神の御子がどうして降

臨 したまわないことがあるだろうか。

今あなたたちは,エ ルサレムが破壊

された事実を否定 しようとするのか。

私たちの先祖の リーハイも前に言っ

た ことを証 したためにエルサレムか ら

追われた。・…鱒

今あなたたちはすでに以上のことを

知っているから,自 分を偽 らなければ.

これを否定することはできない。それ

であるか ら,あ なたたちは自分の知っ

ている証拠がこれほど多いにもかかわ

らず,な お以上のことをみな否定 して

いるか ら,こ の点に於て罪を犯 してい
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架 にか け る。 しか し,独 子 は三 日間 墓

に横 わ りた も うて か ら,自 身 に あ る癒

しの能 力 を もっ て死 者 の 中 か らよみ が

え りた も う。 それ で あ るか ら,お よ そ

そ の御 名 を信 ず る者 は皆 神 の 王 国 に救

わ れ る ので あ る。 従 っ て,私 の 心 は こ

の独 子 に つ いて 予 言 を す る こと を楽 し

く思 う。 そ れ は私 が,こ の独 子 の 時 代

を先 見 した こ とが あ って,心 の 中 に そ

の聖 い御 名 を あ が め るか らで あ る。 」

(皿 ニ ー フ ァ!イ25:12,13)

ニ ー フ ァイ が この予 言 を した の は,

救 い主 の誕 生 の ほ ぼ600年 前 の こ とで

あ る。 しか し この予 言 は,後 に一 字 一

句 も違 わ ず成 就 して い る。 新 約 聖 書 の

著 者 た ち は,こ れ らの予 言 を確 認 して

論 争 の余 地 の な い証 を 立 て て い る。 新

約 聖 書 は また,旧 約 聖 書 や 今 述 べ た モ

ル モ ン経 の他 の予 言 者 が正 しい こ と も

立 証 して い る。

ル カの記 録 の語 る と こ ろ によ れ ば,

天 父 の御 使 い が天 空 を横 切 って 現 わ れ

言 っ た。 「き ょ うダ ビデ の 町 に,あ な

た が た の た め に救 い主 が お 生 れ に な っ

た 。 この か た こそ 主 な る キ リス トで あ

る。」(ル カ2:11)す る と突 如 と して

外 界 の宇 宙 の た だ 中 か ら 「お び た だ し

い天 の軍 勢 が 現 れ …… 神 を 讃 美 して言

った 。 「い と高 き と ころで は,神 に栄

光 が あ るよ う に,地 の 上 で はみ 心 に か

な う人 々 に平 和 が あ る よ うに』」(ル カ

2:13,14)(「 教 会 情 報 提 供 誌 」論 説

1970年9月)

神 が地 上 に予言 者 を 召 され る 目的 は

い か な る宇 宙 通 信 の 方 法 で あれ,神 の

選 ばれ た 方 法 に よ って,全 人 類 の幸 福

と祝 福 の た め に 御 自身 の お とず れ を伝

え る こ と に あ る。 神 は そ の深 い知 恵 に

よ って,人 が 不 死 不 滅 と永 遠 の生 命 を

得 るた め の 方 法 を 備 え られ た 。 これ は
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イ エ ス の言 われ た,神 の業 に して 神 の

栄 光 な の で あ る。 キ リス トが 私 た ちの

た め に偉 大 な犠 牲 を払 う前 に も後 に も

こ の お とず れ,す な わ ち福 音 の律 法 と

原 則 に従 順 に従 い,世 の 罪 を悔 い 改 め

る こ と に よ っ て,昇 栄 を得 る こ とが で

き る と い う知 らせ が,予 言 者 を通 じて

啓 示 され て い る。

予 言 者 に耳 を傾 け る こ とは,何 と大

切 な こ とで あ ろ うか 。聖 典 に は,.こ の

末 日に私 た ち に襲 いか か ろ う と して い

る災 い につ いて,警 告 して い る箇 所 が

数 え切 れ な い ほ どあ る。 そ の 災 い は す

で に起 こ って い る しま た今 後 も起 ころ

う と して い る。 この 破 滅 を免 れ るに は

悔 い改 め,神 が 御 子 イ エ ス ・キ リス ト

と予言 者 を 通 して 啓 示 ざ れ た 福 音 の 教

え を受 け入 れ,そ れ に従 って生 活 す る

しか 道 が 残 され て い な い。

「外 界 か ら送 られ るお とず れ は,あ

らゆ る時代 に数 限 り な くあ っ た。 そ し

て何 人 もの,エ レ ミヤ,エ ゼ キ エル,ダ

ニ エル,ニ ー フ ァ イ,モ ロナ イ,ペ テ

ロ,パ ウ ロ に よ っ て,ま た近 代 で は ジ

ョセ ブ ・ス ミス や彼 に類 す る人 々 に よ

り,忠 実 に解 明 され た。 ラジ オ や テ レ

ビ通 信 以 上 の方 法 で,宇 宙 船 や 航 空 機

や ロケ ッ トを 使 う こ と もな く,個 人 に

対 す るお とず れ が もた らさ れ た の で あ

る。 人 類 が 人 の住 む惑 星 の 圏 内 に到 着

す る に は,ま だ ま だ 長 い 道 の り が あ

る。 しか しな が ら,宇 宙 通信 に 相 当 す

る も の は あ る。 人類 は 神 に語 りか け,

神 か ら答 え を 受 け て きた 。 そ う した お

とず れ が,こ こ6,000年 間,こ の地 に

住 む 人 々 の 幸 福 と祝 福 のた め に送 られ

て きた の で あ る 。」(同 上)

今 日,地 上 に は予 言 者 が お り,主 は

この予 言 者 を通 して み こ ころ を あ らわ

され る。 私 た ち は教 会 員 と して,「 す

べ て神 の これ まで に啓 示 した ま い し こ

と,す べ て 今 啓 示 した も う こ とを信 じ

な お今 よ り後,神 の王 国 に つ き て 多 く

の 偉 大 に して 重 要 な る こ とを啓 示 した

も う こ と」(信 仰 箇 条 第9条)を 信 じ

て い る。

か つ て 人 類 に もた ら され た もの で,

最 も祝 福 に満 ち た最 大 の で き ご と と言

え ば,イ エ ス ・キ リス トの犠 牲 に よ る

賭 罪 で あ り,ま た イ エ スが 与 え られ た

「生 命 と救 い の計 画 」 で あ る。 入 類 に

とっ て次 に重 要 な こ と は,予 言 者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス を 通 して 福 音 が 回復 さ れ

た こ とで あ る。 神 は ジ ョセ フ に語 りか
る

け られ,ジ ョセ ブ は それ を 聞 い た。 そ

して啓 示iごよ って ジ ョセ ブ は完 全 な福

音 を 含 む 神 聖 な記 録 を世 に あ ら わ し

た 。 そ の 記 録 は,聖 書 や近 代 の啓 示 と

共 に,イ エ ス が地 上 に お られ た と き に

与 え られ た もの と同 じ 「生 命 と救 い の

計 画 」 を世 の人 々 に提 供 して い る。

当時14歳 で あ っ た ジ ョセ ブ は,そ の

地 方 の様 々 な教 派 が行 な って い た改 宗

活 動 の渦 に巻 ぎ込 まれ て ひ ど く心 を乱

さ れ,ど の教 派 に 加 入 す べ きか 知 りた

い と思 った 。 あ る と き聖 書 を読 んで い

た ジ ョセ フは,た また ま ヤ コ ブ の:書い

た言 葉 に さ しか か った 。

「あな た が た の う ち
,知 恵 に不 足 し

て い る者 が あれ ば,そ の人 は,と が め

もせ ず に 悔 しみ な くす べ て の人 に与 え

る神 に,願 い求 め るが よ い。 そ うす れ

ば,与 え られ るで あ ろ う。

た だ,疑 わ な い で,信 仰 を も って 願

い求 め な さ い。 疑 う人 は,風 の 吹 くま

ま に揺 れ 動 く海 の波 に似 て い る 。」(ヤ

コ ブ1:5,6)

ジ ョセ ブ は,も しだ れ か 知 恵 を 必 要

と して い る人 が い る とす るな ら,そ れ

は正 に 自分 で あ る と感 じて,蜘人 里 離 れ
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なぜ さ らに

末日聖徒

イ エ ス ・キ リス ト教 会 が

必要 なのか

マ リオ ン ・G・ ロム ニー第 二 副 管 長

この 会 場 とあ らゆ る他 の 場 所 で 耳 を

傾 けて い る兄 弟,姉 妹,そ れ に友 人 の

皆 様,発 表 され た と お り,こ の集 会 は

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 第142回

半 期 総 大 会 の一 部 を なす も ので あ る。

教 会 が組 織 され た と き も,ま た 今 日

で も,い わ ゆ る キ リス ト教 会 が 数 多 く

あ るた め に,「 なぜ また 別 の 教 会 が 必

要 な のか 」 と い う質 問 が しば しば 出 さ

れ る。

まず 第 一 に,質 問 そ の も のか ら明 ら

か な こ と は,か よ う に数 多 くの教 会 の

存 在 した こ とが,ひ ど く人 々 の心 を惑

わ した と い う こ とで あ る。 心 の正 直 な

人 々 は,数 あ る教 会 の中 で,も しあ る

な ら,ど の教 会 が 真 の.キリス ト教 会 な

の か と考 え,心 を乱 し悩 ん だ 。

そ の よ うな人 々 の中 に,14歳 の少 年

ジ ョセ7・ .ス ミス(2代 目)が い た。

1820年 の春,当 時 ニ ュ ー ヨー ク州 バル

208

マイラに住んでいた彼}ま付近の信仰復

興運動に心を乱 され,ま た教会間の骨

肉相はむ争いに惑わされ,や がてヤコ

ブの 「あなたがたのうち,知 恵に不足

している者があれば,そ の人は,… …

神に願い求めるがよい。そ うすれば与

え られるであろう」(ヤ コブ1:5)

という訓戒と勧告に心を動かされるこ

とになった。そこでジョセブは,幼 な

子のように無垢な信頼か ら,「 何れに

加入すべきか知るためにすべての教派

の中で何れが正 しいか」を主に尋ねた

のである。

「(ジョセフは言 う。)私 は……ひざ

まずいて自分の心の願いを神に祈 り始

あたが,私 が祈り始めるや否や,直 ち

に私は何 とも知れぬ力によって捉えら

れ……

しか レ,私 は……全力を振 りしぼっ

て神を呼び求めたが,私 が今にも絶望

に打ち沈んでわが身を破滅に任せよう

としたその瞬間……私は自分の真上に

太陽にも増 して輝 く一つの光の柱を見

た。そしてその光の柱 は次第に下 りて

きて光はついに私の上にふ り注いだ。

その光の柱が現われるや否や,私 は

わが身を縛 った敵か ら救い出された事

に気がついた。そ してその光が私の上

に留った時,私 は筆紙に尽 し難iい輝き

と栄光 とを有ちたもう二人の御方が私

の真上の空中に立ちたもうのを見た。

そ してその中のお一人が私に言葉をか

けて私の名を呼びたまい,他 のお一人

を指 してrこ はわが愛子なり,彼 に聞

け」 と仰せ られたω(ジ ョセブ ・スミ

ス2:15-18)

この示現は,荘 厳な劇の幕開けであ

り,や がて10年 後の教会の設立をもっ

てこの劇は最高潮に達するのである。

この天界か らの示現の折,御 言葉を

かけられた御子はジョセフに,当 時存

在するいかなる教会にも加入 しではな

らない,な ぜなら 「彼 らのことごとく

誤れるを以てなり」(ジ ョセフ ・スミ

ス2:19)と 仰せ られた。当時の教会

はイエス ・キリス トの教会を構成する

ふたつの不可欠な要素を欠いていた。

すなわち,イ エス ・キリス トの福音 と

その御名である。

諸教会に欠けていた,福 音に絶対必

要な要素とは,

1.神 の属性 と,人 間 と神の関係に

ついての真理

2.救 いの原則 と儀式に関する知識

3.神 権

4.絶 えざる啓示 嶋1一
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これ で 必要 な もの全 部 が そ ろ った わ け

で はな い 。

時 の 絶頂 にお け る キ リス ト教 会 の会

員 は皆,聖 霊 の 賜 を 受 け た 。 聖 霊 とは

啓 示 を 与 え た も う御 方 で あ り,聖 霊 を

受 け る こ と は,霊 的 に生 まれ 変 わ る こ

とで あ る。 イ エ スが ニ コ デ モ に言 わ れ

た言 葉 を思 い 出 して み よ う。 「だ れ で

も,水 と霊 とか ら生 ま れ な け れ ば,神

の 国 に は い る こ とは で き な い 。」(ヨ ハ

ネ3:5)

聖霊 の 賜 を 受 け る こ と は,「 み た ま」

に よ り生 ま れ る こ とで あ る。 主 は,末

日聖徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の神 権 役

員 た ち に,「 バ プ テ ス 々 を受 けて 教 会

に入 りた る者 に,聖 典 の示 す と こ ろ に

則 り,火 と聖 霊 との バ プ テ ス マ を受 く

る按 手 を施 して,教 会 員 た る こ とを確

認 」(教 義 と聖 約20:41)す る よ う指

不 さ れ た。

神 権 と聖 霊 の 力 は,教 会 とそ の 会 員

に生 命 を与 え る もの で あ り,

「… …聖 霊 の特 別 な職 務 は 人 の 心 を

照 ら して高 貴 な ら しめ,身 も霊 も清 め

て 神 聖 に し,善 行 を は げ ま し,神 の 事

を啓 示 す る に あ る 。」(ジ ェ ー ムズ ・E

・タル メ ー ジ著 「信 仰 箇 条 の研 究 」P

225)

この賜 が なか っ た な ら,教 会 は電 気

の な い発 電 所 同様,全 く無 力 な もの と

化 して しま うで あ ろ う。

この よ ケに して,福 音 の新 しい神 権

時 代 の訪 れ を受 け た ジ ョセ ブ ・ス ミス

は,主 に よ って導 か れ る ま ま に,地 上

に キ リス トの 教 会 を 再 建 す る資 格 を 得

た。 そ の よ う な指 示 は,種 々 の啓 示 に
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よ って 与 え られ た が,そ の中 に組 織 の

方 法 と 日付 け を明 らか に した ものが あ

った 。

こ の戒 め に従 順 に,ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス(2代 目)は,1830年4月6日,神

の戒 め と国 の法 律 に準 じて,ニ ュー ヨ

ー ク州 セ ネ カ郡 フ ェイ ヤ ッ トで,イ エ

ス ・キ リス ト教 会 を 実 際 に組 織 した の

で あ る。

これ に よ り,「 な ぜ,す で に数 多 く

の教 会 が存 在 す るの に,当 教 会 が 組 織

され た の か 」 とい う質 問 の 答 え は明 白

で あ る。主 イ エ ス ・キ リス ト御 自身 が

ジ ョセ ブ ・～くミス に教 会 を 組 織 す る よ

う命 じ られ た か らで あ る。

また 主 は ジ ョセ ブ に教 会 を組 織 す る

よ う命 じ られ たば か りで な く,そ の教

会 の名 前 を も告 げ られ た。

ひ とつ の事 実 を指 摘 す るな らば,当

時 キ リス トを代 表 して い る と主 張 して

い た あ らゆ る教 会 の 中 で,キ リス トの

御 名 を つ け て い た教 会 は ひ とつ も なか

った とい う こ とで あ る。 ジ ョセ フ は,

ニ ー フ ァイ人 に対 す るイ エ ス の教 えか

ら,キ リス トの 御 名 を つ けて い な け れ

ば,絶 対 キ リス ト教 会 で は あ りえ な い

とい う こ とを 知 っ た。 ニ ー フ ァイ の民

の間 で,キ リス トの教 会 に,ど うい う

名 をつ け た らよ いか 論 争 が あ っ た とき

民 の間 で 教 え導 い て お られ た イ エ ス は

こ う言 わ れ た。

「わが 名 を つ け ざ る もの は い か で わ

が教 会 な らん や 。教 会 に も し も モ ーセ

の 名 を つ け た らば,そ は モー セ の 教 会

な り。 あ るい は また あ る人 の 名 を つ け

た らば そ は あ る人 の 教 会 な り。 も しわ

が 名 を つ け て,わ が 福 音 を基 とな さば,

そ は わ が教 会 な り。」(皿 ニ ー フ ァイ27

:8)

この宣 言 か ら,私 た ち は二 重 の 試 験

法 が あ る こ とが わ か る。 つ ま り,キ リ

ス ト教 会 は,(1}キ リス トの御 名 を つ け

(2}キリス トの 福 音 の 上 に建 て られ て い

な け れ ば な らな い と い うこ とで あ る。

この最 後 の 神 権 時 代 に あ っ て,教 会

の 名 に つ い て 不 確 実 な こ との な い よ う

主 は ジ ョセ ブ ・ス ミス に言 わ れ た。

「わ が 教 会 は,末 の世 に於 て須 ら く末

日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 と称 え ら

るべ し。」(教 義 と聖 約115:4)

モル モ ン教 会 とQう 言 い方 は,通 称

で あ る。

この よ うに,回 復 され た教 会 は 救 い

主 の二 重 の試 験 に とお って い る。 つ ま

り,教 会名 に そ の 御 名 を つ け,キ リス

トの福 音 の上 に 建 て られ て い る ので あ

る。 これ に つ い て は,疑 い の余 地 が な

い 。 そ の 名 も福 音 も,主 イ エ ス ・キ リ

ス ト御 自身 に よ って ジ ョセ ブ ・ス ミス

に 啓 示 され た ので あ る。

話 の終 りに あ た っ て,私 は 回復 され

た 福 音 とイ エ ス ・キ リス トの教 会 に つ

いて,も う少 し述 べ,証 を した い と思

う。

時 の絶 頂 に お け るイ エ ス の 伝 道 以 来

今 私 が 述 べ て き た こ と程,万 人 に と っ

て重 要 な で き ご とは,起 きた た あ しが

な い。 あ の で き ご と は,ジ ョセ ブ ・ス

ミス や そ の 同僚 た ち のた めだ けで な く

全 世 界 の た め だ った ので あ る。

主 は 予言 者 に啓 示 を与 え る に あ た っ

て,次 の よ う に言 わ れ た。 ・
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準 三1この小文 は,1goo年 か ら激9母年に死去す:るまで

十二使徒定員会会員であ っか り一 ド・スムー ト長 老
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変転 してやまな帥現実の生活に.みうて,歓 喜と悲哀は決 し ・ である。

てかけ離れ充 ものではないよ同 じ通 りを見ても.一軒麻シャッ 困難に遽 っても決 して逃げ腰で臨んではならない。徹底的

タ「は固《閉ざさ撫 憐 家の麹却 テンは踊盈人々の動きに揺 ・に取 り組んで相手を苦 しませよ。そうすれば困難はあなたの

ちいでいるが結婚式を終 えπ教会か ら出て もる一行があるか、 家を見ても過ぎ越 してい くだろう。不幸に見舞われても,忍

と思えば,隣 りの家か らは葬式}⊆出た人々越帰途にりく。喜 耐せよ。そうすればす ぐにこっそり抜け出してい くだろう。

悦 と嘆患が日常曲晒 の鏡を輝勘せもし,曇 らせ.もするb涙 と直 災難は明るい人々の前で耐え られないからである。

笑いは双生児である。ン.ぴとっのベ ッドに眠るふたりの 子供の とあどもな く悲 しむのは愚かなことである。全 く悲 しまな

ように,一ぴとりが囲翻爵螢 して動き出すと,「もうひとりも目訊 ・いことは無情である。神は果物の木に言われた。 「花を咲か

をさます。 ・..一:'.舟 ノ 、.;1窒 ・1せ 実を結べ。」 また人の心にも言われた。 「実を結び,花 を

人生で試練に適つても落胆してはならない♂試練は私たち 咲かせよ。」人の魂の大いなる開花は,借 悩の花である。 太

のためになるように送 られる 慈㊤懸 ある。神は人の魂から最隔..陽 が雲を輝か しい織物を変え,豪 華な色彩で光 らせ,地 平線

:も美しく,」完全な和音を引き出婁'には,ど の鍵盤を叩:けばよ 全体を栄光に満ちた衣装で飾って勝利を前面に書きつける。

いか御存知であるσその音楽は悲劇 と不幸の調べである.がも 』・伺 じように,光 を放つ心の持 ち主は,悲 哀を希望に打ち負か

知れないし,歓 喜之幸福の高い調べであるかも知れない。.さ せ,:す べての暗やみを消滅 させ る。すると,動 転させよう

ぜ途切れることな く喜蓼凄藺れるζとを,よ いと考寿てばな 、 と進み出た災難 も,勝 利者のあとに続 く凱旋行進に従う群衆

ちない。太陽の日嵐 しは「.日中山頂を照 ら磁(燭 暮 まで最も に見えてくる。

長時間とどまらている笹 しか滋鼠谷 が緑に満糊 随沃・なのに対 一.家 庭の毒び、を培おうではないか。この喜びの絶えざる新鮮

しヂ山頂は不毛で何の果塞も生み出湊ない。法連日快晴で曇天・ 味は,「 永遠」を思わせ るか らである。友だちと家を出て丘

.なく悲衷なぐ幸編 あるのみ
,』.喜悦に塑 ぐ喜悦燈若痛がな、い,を 越え,野 原を越え遊びまわる子供は,遊 びにあきると,夕

この誌うな状態はおよそ人生とは言えない。.紗なくと獣 間 ・、方 にば家に向かい,疲 れ鹿頭を母の胸にうずめる。.同じよう

ら1しい生活ではないざ最も妻福な人 の生活を取ってみよう。 に私たちも様々な義務や地上の喜びにあきたとき,人 生の野

それは複雑に折 りなす織物である8歓 喜 と悲哀か.らなってい1原 を横切 り,`丘をのぼb鵡 永遠の家庭の入口に帰 りつき,

る。歓喜は悲哀あるがゆえに,そ れだけ甘美に感価られ 看ゆ・:.ゆヌ忠実な者に備え、られた部屋に入れるよう祈・りたい。"..∴
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畑 に着 くと,ガ ヂ ョウたちはやわ らかい緑 の新芽 をあ さりはじめ ま した。

フィ リバ ー トはろ くで な しにや られ ないよ うに棒 をに ぎ りしめてい ま したが,ガ チ

ョウたちがだんだ ん畑を次 か ら次 へ と歩 きまわ ってい る間は,さ すがの ろ くでな しも

フィ リバ ー トの ことは気 に とめないよ うすで した。

「ろ くで な しのやつ,ま るで番 人気 ど りだな」 とフ ィ リバ ー トは思い ま した。'●

その ときとつぜ ん,空 の上で何 かが うな る音 が聞 こえ ま した。そ してその音 は
副

だんだん大 き くな って きま した。

フィ リバ ー トが,ふ と見 ると,ろ くでな しも空を見上 げて いま した。

「おまえ もあれ が何 か知 りたいのかい。ぼ くと同 じだな」 とフ ィ.リバ ー トは笑

い ま した。

ぐ

轍藤

鯉,
0

・灘 梁.ぴ

フィ リバ ー トは,ま だ飛行機 を近 くで見 た ことはあ りませ んで した。 フ ィ リバ ー トの村に飛 行機 が着陸 した こ

とはなか ったのです。 フ ィリバー トは,飛 行機 は遠 い国か らマダガスカルにや って来 るのだ とい うことはよ く知

ってい ま した。 お父 さんは,よ くマダガ スカル共和国 はア フ リカ大陸 の東岸 のイ ン ド洋 にあ る島だ と話 して くれ

ま した。

フ ィリバー トは 「この飛行機 は,雪 と氷 のず っと北 の方 の国か ら来 たのか も しれないな」 と考え ま した・彼 は

ぞ ・ いつか空を飛 んで海をわた り,見 知 らぬ国 々を見 て歩 く日の ことを想像 しま した。,
'飛 行機

が見えな くな って も,フ ィ リバ ー トは 自分 に語 りか ける遠 いすば ら しい国 々のこ とを考 え

てい ま した。

醗
,せ 寛1わ れにかえ つてあたりを見 ると'ろ ぐでな しもほかのガチヨウも見あた りま

「ち ょっと目を はな したか と思 った ら,ろ くでな しのやつが,ガ チ ョウをみ んな

r

＼
L

姦

(強 騰 まえぽ みんなをつれて一 じ。なか 」
寸

ったんだね。 ぼ くのかわ りに番 を して くれてた

のかいあ りが とう。」 フィ リバ ー トは ろ くでな しにあや ま りま した。.

ほ っとび と息 つ くと,フ ィ リバ ー トは小川で水を飲 み,背 の高い草 のか げに腰

をおろ しま した。 そ して,む れをみ は りなが ら棒 をわ きにほう り出 して,ろ くで

な しが羽つ くろいをす るのを見 てい ま した。

「お兄 ち ゃんはお まえが羽つ くろいを してい るときで も・ おまえを い じめて いた

214

つれて行 っち ゃった。 ガチ ョウがいなけ りゃ家 に帰れや しないや」 とフ ィ リバー

ン ノS>ト はべ そをか きま した。 そ して・ とな りの畑へ走 って行 くと・だ んの下 にいたガ

チ ョウに,あ や うくつ まず きそ うにな りま した。ガ チ ョウた ちはび っくりして,

ガアガアわめきたて ま した。「ごあん,ご めん/」
&
㌦＼ いまに も泣 き出 しそ うだ

った フィ リバ ー トの顔 は

笑顔 にな りま した。
`/

～

b
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ある夜 の こと,ネ ブカデ ネザ ル王 は夢 に うな されて

目を さま しま した。よ く朝早 く,王 は博士 た ちを よび

博 士た ちに こう言い ま した。

「私 は夢を見 たが,そ の夢 の意味 を知 りたいのだ 。」

す ると博 士た ちは言 いま した。

「王 よ,そ の夢を お話 しくだ さい。私 たちがその夢

を ときあか して ご らんにいれ ま し ょう。」

「その夢が思 い出せ ないのだ」 と王 は言い ま した
。

そ して こう続 けて言 いま した。 「も しお前 た ちが私 の

夢 がどのよ うな夢で あ ったかを言 い当て,そ の夢 の意

味 を説明す ることがで きるな らば,ほ うびを とらせ よ

う。 また高 い位 につけてやろ う。」

しか しネブカデネザル王 は,博 士 た ちがだれ ひ とり,

自分 の夢 を言 い当て ることがで きない ことを知 る と,

大変 お こってバ ビロン中の博士 た ちを死 罪 にす るよ う

に とい う命令 を くだ しま した。

さて その ころ,こ のバ ビロンの地 に ダニエル とい う

青年 が友 だち とい っ しょに住 んでい ま した。 ある 日,

そのダニエルの ところへ王 の使 いが この命令 を知 らせ

にや って きま した。 ダニエル は大変 おどろいて,自 分

が王 の夢 を言 い当て,そ の ときあか しをす るか ら,そ

れまで博士 たちを殺 さないで くだ さい と た の み ま し

た。

そ して,ダ ニエル とその友だ ちはネブカデ ネザ ル王

の夢 が どのよ うな夢 なのか,そ して その夢 にはどのよ

うな意味 が あるのか教 えて くだ さい と祈 りま した。 そ

の夜 ダニエルは啓示 を受 け,そ の夢 と,夢 の ときあか

しを知 ることがで きま した。ダニ エル は神 に感謝 して

210

こうさけび ま した。 「神 のみ名 に とこ しえにみ栄え が

あ ります よ うに。知恵 と力の神 よ,私 はあな たを讃美

し,あ なた に感謝 いた します。父な る神 よ,あ なたは

王の悩 みご とを私 たちに教 えて くだ さいま した。」

ダニエルは,ネ ブ カデ ネザル王 の前で,だ れ もで き

なか った王 の夢 の ときあか しを しま した。 ネブ カデ ネ

ザ ル王 は,夢 を ときあか したの はダニエルではな く,

神で ある ことを知 り,こ う して王 はほん とうの神を知

る ことがで きま した。

ダニエルが夢 を言 い当て,そ の ときあか しをす ると

王 はひれ ふ してダニ エルをおがみ,こ う言 い ま した。

「ほん とうに あなたがた の神 はま ことの神だ
。 あなた

がたの神は,か くされ た ことを明か された。 あなたが

たの神のわ ざは真理 にみちてい る。」

のちに ネブカデ ネザ ル王 はダニ屯ルをバ ビロン全州
そ うとく

の総督 と し,バ ビロンの博士 たちを管理す る人 に しま

した。

ネ ブカデ ネザ ル王 の死後,バ ビロンの都 はダ リヨス

王 が治あ ることにな りま した。 ダ リヨス王 は国 を治 め

るために120人 の総督 をたてま した。そ して総督 の上
そうかん

に3人 の総 監をたて,ダ ニエルをその総監 のひ とりに

し,さ らに ダニ エルに総監 の長 の位 を与えて全国を治

め る者 に しよ うと しま した。

これを聞いた総監 や総督 たちはダニエルをねたみ,

心 にいか りをいだ いて ダニエルをお としいれ よ うとた

くらみ ま した。

「彼 に もお ちどはあるはずだ。 それ をダ リヨス王 に

申 し上げよ う」 とある総督 は言 いま した。 しか しだれ

もダニエルのお ちどを見 つ けることはで きませ んで し

た。 ダニ・エルの仕事 はかんぺ きで した。

今度 は総 督た ちはダニ エルが 自分 の神の律法 に従 っ

てい ることをつ きとめ,そ の ことを利用 してダニエル

をお としいれよ うと しま した。

総督 たちはダ リヨス王 の ところへで かけて行 って,

王 をほあち ぎ り,今 か ら30日 の間 にダ リヨヌ王 以外 の
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まるで大 自然 の花 火を思わせ るよ うな,も のす ごい

いなず まで した。近 くの山はひ どい あ らしです。家 の

ドアの前 で,お ばあ さん とおか あさん,そ れ に私 たち

子 どもが山の方 をながめてい ま した。 その うち,い な

ず まとかみな りのあいだの時間が短 くなって,だ んだ

ん近 づいて くるのがわか りま した。

ふいにおかあ さんが,ド

アの まんなかの ところに立

ってい る私 をつ きとば しま

した。それ とほ とん ど同時

で した。バ リバ リバ リーン

〃 いなず まが台所の レン

ジの上 にあ るえん とつか ら

ドアをぬ けて,家 の前 にあ

る大木 を まっぷたつにひ き

さきました。 も し ドアの と

ころに立 っていた ら,今 私

は この話 を書 くことがで き

なか ったで し ょう。

おかあ さんは,な ぜ 私を

つ きとば したのかぜ んぜ ん

わか らないそ うです。私が

わか るのは,た だおか あさ

んの機転 で,私 の命 が救 わ

れた とい うことです。

年月 がた って,む か し住

んでいたその家 の大 木の大

懸
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にひつ ような助 けを あたえて くだ さい ます。

私のおか あさんは,そ のよ うに して,助 けがい るこ

とをなん どか知 りま した。 あるあ らしの夜,お かあ さ

んはお とうさん に,私 を さが して くるようにた のみ ま

した。私 はその とき,つ まず いた馬のせなか か らほ う

りなげ られ て,こ お りか けた どう沼 の中で もがいて い

ま した。 おかあ さんは,助
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燃難轄羅
きな さサ 目を見 るたびに,感 謝の気持でい っぱ いにな

ります。それは,私 の おかあ さんに,ま た ほか のた く

さんのおかあ さんにはか りしれないた まものを おあた

え くだ さった,父 な る神 さまへ の感謝です。神 さまは,

そ うい うおかあ さんた ちを とお して,ひ つ よ うな とき

21$

けがひつよ うな ことを知 っ

ていたのです。

あ る人 が こう言 い ま し

た。 「神 さまは同 じときに

みんなの ところに い られな

,いので,お かあ さんをおつ

くりにな りま した 。」

この世 の中に生 まれて く

る子 どもた ちに,神 さまは

お くりものを くだ さってい

ます。 それは,「 キ リス ト

の光」 または 「真理 の光」

とよばれ てい ます。 このお

くりものを使 えば,ど んな

に小 さい子 どもで も,神 さ

まの ものであ る「よい もの」

と,こ の世 の もの で あ る

「わ るい もの」 を見 わけ る

ことができ ます。私 たちは
りようしん

これ を,「 良心」 とか 「神

のみたまの声」 とか よぶ こともあ ります。

パ フ。テ スマを受 けた あと私た ちは祝福 として,べ つ

せいれい

のお くりものをいただ きます。 それ は 「聖霊 のたま も

の」 です。 このた まものは,な んで もほん とうの こと

を教 えて くれ ます し,前 のことをみ んな愚 い出 させ て
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られた方法である。宗教は神から来 る

ものである。神以外にその源はない。

真理であれ,ま たこの世にあって人の

心に喜びと平安をもたらし,来 るべき

世での永遠の栄光に備えさせるもので

あれ,す べては主に源を発 している。

人は自身を復活 させ る ことがで きて

も,救 いの宗教を創造することはでき

ない。 胆.

神は,過 去の各神権時代の人々に啓

示されたと同じ基盤に立って,今 日,

救いの真理を私たちにお与え くださっ

ている。いつもそ して今も,:.神は使徒

や予言者や正 しい人々に救いの教義と

真理を啓示され,世 に向かってその真

理を教え,真 理について証するようそ

れ らの人々に命 じてお られる。使徒や

予言者は,そ の教えが主か らのもので

あることを証する者である。主の代理

人や僕たちは,常 に真理について証を

する。今日私は,真 理の証 し人として

ここに立つ特権に浴 していることを喜

んでいる。

主のみたまが このすばらしい会衆の

上に注がれている今 日,私 は自分の手

を直角に曲げてあげ,自 分の心 と霊の

中に誓約する特権があることに感謝 し

ている。また,神 の王国を管理するよ

うにと召された偉大な大管長会を支持

し,そ の勧告に従えることに感謝 して

いる。ハロル ド・B・ リー大管長 は聖

見者であり,啓 示 と知恵のみたまで満

たされた人であり,主 と親 しい交わり

222

を 持 っ て い る人 で あ る。N・ エ ル ドン

・タ ナ ー副 管 長 は高 潔 さ と ク リス チ ャ

ンの基 本 的 な諸 徳 を体 現 した人 で あ り

主 を受 け入 れ,主 の戒 め を守 る人 で あ

る。 マ リオ ン・G・ロ ムニ ー副 管長 は霊

の 巨人,正 義 の説 教 者 で あ り,主 を知

り主 の教 え を説 く人 で あ る。 ロ ム ニー

副 管 長 と私 は 同 じ家 系 で あ る。私 が 召

しを受 け た あ と,ロ ムニ ー副 管 長 は私

に 向 か って こ う言 わ れ た 。「祖 父 の レ

ツド(レ ミュエ ル ・ハ ー デ ィソ ン・レ ッ

ド)は 喜 ん で私 た ちを 迎 え て くれ る こ

とだ ろ う。」 そ れ に答 え て私 は言 っ た 。

「祖 父 が い る所 へ行 け る よ う な生 活 を

します よ 。」 す る と ロ ム ニ ー副 管 長 は

「私 もそ うす る よ」 と言 わ れ た
。

この 時 代 に神 の 王 国 の 鍵 を 握 る兄 弟

た ち につ いて,主 は次 の よ うに言 っ て

お られ る 。「彼 らはわ が 教 会 の大 管 長 会

と して 召 した る者 な り。 彼 らに従 え 。」

ま た 「… …彼 らの上 に … …す べ て の支

部 教 会 の重 荷 を 負 わ しめ た る故 な り…

…わ れ を受 け入 る る者 は,わ が遣 わ し

た る者 す な わ ち … …大 管 長 会 を受 け入

る るな り6」(教 義 と聖 約112:18-20)

私 は全 身 全 霊 を も って教 会 の大 管長

会 を 支 持 し,こ の地 上 の す べ て の 国 々

で真 理 を追 い求 め る聖 徒 た ち と誠 実 な

人 々 の双 方 に,大 管 長 会 が主 の み こ こ

ろ とそ の思 い を伝 え るま まに,彼 らの

口 か ら もれ る啓 示 と真 理 の光 にそ って

歩 み た い と願 って い る。私 は主 の 御 業

が真 実 で あ る こ とを 知 って い る。

私は皆 さんひとりびとりに申 し上げ

たいと思 う。私は,こ の聖会にあって

教会幹部を支持 し,リ ー大管長がみた

まの力で語 られるのを聞いている間,

主のみたまが注がれて,真 理と正義の

原則にそって自分自身の生活をささげ

直そうと全員が考えたのではないか と

確信 している。この真理と正義の原則

のために,気 高い指導者たち,す なわ

ちり一大管長が名ざした教会の歴代大

管長は生き,働 き,そ して天に召され

ていったのである。、

過去はどうであれ,私 たちは次のこ

とを誓約 しようではないか。主のあら

ゆる儀式にそって罪なく歩むこと,ま

た神の戒めを守 り,こ の栄えある御業

の真理さと神聖さを証する者 として生

きることを。 この栄えある御業は,洪

水のように地に広まり,大 水が海をお

おうように地球をおおうに違いない。

おお神よ。願わ くば,私 と家族,ま

たイスラエル家のすべての忠実な者を

して,真 理 と光のうちに歩 ましめたま

え。また,教 会外にあっては,地 上の

いず こ}とても見いだ しえない交わりと

関係を,ま た共同生活を享受せ しめた

まえ。やがて来 るべき王国と館に存在

す る永遠で完全な同 じ精神,同 じ親交

を享受せ しめたまえ。

以上すべてのことを,証 と感謝の気

持をもって,へ りくだ りまた喜びつつ

主イエス ・キ リス トの聖なる御名によ

って申 し上げる。アーメン。妬 、
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者を事前に知っていた6(.1二 ごファ

ノf13=29,29)

幸い彼 らは,救 世主について記 して

いる偉大な章,イ ザヤ書53章 を見逃が

している。 しか しキリス トの最初の降 「

臨に関するほかの聖句は,ぽ とんどみ

な軒並み除かれている。時にはある書

全体が除かれていることがある。例え

ばゼ ノス,ゼ ノク,二 門アムの救世主

に関する無類の本文が除かれている。

しか し,福 音が回復されて事態は全

く変わった。旧約聖書の歴史と教義の

全容が,モ ルモン経,教 義 と聖約,高

価なる真珠,霊 感訳聖書の溢れんばか

りの啓示によって,明 らかにされてい

る。

これ らのす ぐれた聖典は,他 の出典

全部を合わせても及ぼないほど価値あ

る貢献を している。イエス ・キリス ト

の福音が古代か らあったことを決定づ

けるだけでな く,旧 約聖書全篇が古代

におけるキリス ト教盛衰の繰返 しを記

した歴史であることも明 らかにしてい

るげ

さらに近代の聖典は,主 が旧約聖書

を現代の人にも非常に価値のある書物

であると見なしておられることを明ら

かにしている。旧約聖書は,救 い主が

地上で使命を果たして,成 就を見,無

用となった現世的な戒め,す なわち律

法,こ の律法を扱ったわずかな部分を・

除いて,す べての部分が現代の問潭:に

解答を与えうるものである。

旧約聖書の研究で最 も興味をそそる 』

のは,神 の僕がどれ くらい今日のこと

を知 らされたか,と いうことである。

末日のことに関 してイザヤ以上に記

録 している入はいない。イザヤがアメ

リカやインデアン,そ れにモルモン経

の出現について知 っていたことを,末

日聖徒はよく承知している。イザヤは

ジョセフ ・ズ ミスが生まれる2,500年

前からジョセブを知っていた。またニ

ューヨーク州パルマイラの聖なる森に

おける最初の示現で語 られる言葉 も知

っていた。

226

'イ ザ ヤ は
,`物 期 の教 会 で 、マ 函 テ.ン 姻

ハ リスが果 たす 役 割 を 知 っ て い たdま:"

た あ る 「読 み書 き の で き る人」 が果 た

す 役 割 も心 得 て い た。 そ れ は19世 紀 半

ば の 古 典 学 に お い て ア メ リカ.きっ て の

学 者 で あ る チ ャ ー ル ズ ・ア ン トシ教 妥

で あ っ た6イ ザ ヤ は,マ ー テ ン ・ハ リ

スが ア ン トン教 授 に モ ル モ ン経 の版 の

こ ど を話 す とき,彼 が な ん と答 え る.か

を知 って い た。(イ ザ ヤ2韓)

、現在 ㌧ 工 羽 プ トに売 られ た ヨセ ブ も

イザ ヤ と 同様,現 代 の こ とに関 す る啓

示 を数 多 く受 け て い た こ とが わ か って

い る。 ヨセ フ は,自 分 の子 孫 の 中 か ら

ジ ョセ ブ ・ス ミスが 出 る こ.とと,そ の ～

名 前 が ジ ョセ ブで,そ の父 の名 前 もジ

ョセ ブで あ る こ とを知 っ て い た。 ヨセ
、

フ は ま た,現 代 の ジ ョセ ブ.が最 後 の 大

い なる イ ス ラ エ ル集 合 の業 を始 め る ζ

と と,モ ル モ ン経 を もた ら して ゴ聖 書

と合 わ せ て.ひ・とつ と し, 、ふ た つを ひ と

つの 聖 典 とす る こ と を知 っ て い た。 こ

の若 い予 言 者 が 卑 賎 の 身 か ら業 を 始 め

るが,つ い に は モ ー セ の よ うに 偉 大 な

力 強 い指導 者 にな る こ と も 知 っ て い

たo(∬ 三 一 フ,ア/f3:7,11-21)

以 上 の 古 代 の族 長 ヨセ ブの言 葉 が 非

常 に印 象 深 か っ.たの で,後 世 、モー セ は.

これ らの言 葉 牽創 揖 記 の50章 に 入 れ

た 。 遺憾 なが ら一 部 の古 代 の律 法 学 者

が故 意 に これ を取 り除 い た ので,1・今 日・・

再 び これ を 回 復 す る必 要 が あ つ た。.

(霊感 訳 聖 書 創 世 記50章,皿F一 フ

ァ'イ3:5-24)

創 世記 が 変 え られ て い る と は言 え,

正統 派 の 早 ダ ヤ人 は,耳 セ フ の末 日の
'子 孫 が偉 大 な 救世 主 の た め に通 を備 え

一

る とい う伝 承 を豊 富 に受 け 継 い で い

るb「この現 代 の ヨ セ フの こ・と.をユ ダ ヤ、

人 は.「救 世 主 ベ ン ヅヨ セ ブ」 と呼 ん で

い る。 これ は.タル ムー ドや ミ ドラ シ ュ

そ れ にタ ル グ 春に出 で い る。

これ らの伝 承 は,末 日の神 の僕 が ヨ

セ フ の子 工.フライ、ムの子 孫 であ る ζ と

と,そ の業 は 手 旦ヤが 帰 る とき 、(マラ'

キ4:与,6) .とほ ぼ 時 を 同 じ く・して

始 め.ちれ るで 乙 そ して 彼 は最 後 に殺

さ れ る1であ ろ う,止 伝 え て い る。

以 上 の話 は全 部,エ ル サ レムの ヘ ブ

ライ大 学 で教 鞭 を と って いた故 ヨ セ ブ

・ク ラ ウス ナー博 士 の 著 書 に 出 て い

る。.ク ラ ウス ナ ー博 士 は,そ の 著 書

「イ ス ラエ ル の 救 世 主 観 」(ニ ュ ー ヨ

ー ク
,マ ク ミラ ン社,1955年)の 第3

部9章 全 体 を 「救世 主 ベ ン ・ヨ セ フ」

め伝 承 に さ い て い る。 ク ラ ウ ス ナ ー博

士 は,ユ ダ ヤ人 の聖 典 の 中 に一 度 も出

て 来 な い の に,ど う して こ の伝 承 が こ

ん な に広 く,深 く浸 透 して い るの だ ろ

うか と,い つ も不 思 議 に思 って い た。

も し ク ラ ウス ナー博 士 が も う少 し長

生 き して い れ ば,聖 地 で 聖典 の研 究 を

して い る モル モ ンの 学 者 に会 って い た

か も知 れ な い 。 そ うす れ ば 博 士 に こ の

謎 を解 い て説 明 し,ユ ダ ヤ人 の こ の年

来 の期 待 が成 就 した とい う良 き お とず

れ を伝 え る こ とが で きた だ ろ う② 「救

世 主 ベ ン ・.ヨセ フ」 はす で に来 た し,

エ リヤ も来 た の で あ る。

末 日に ヨ セ ブ(ジ ョセ フ)と エ リヤ

(エ ライ ジ ャ)が 来 る こ と は,ユ ダ の

支 族 に とっ て偉 大 な 新 しい世 紀 の夜 明

け を迎 え た こ とを 意 味 して い た。 と こ

ろ が ユ ダ ヤ人 が 自分 た ち の期 待 して い

る ふ た つ の前 兆 が す で に現 わ れ た ζ と

を知 らず に)ど ん どん 予言 を 成就 して

い る こ とは 興 味 あ る こと で あ る。

旧約 聖 書 の予 言 者 は,末 日に 早 ダ ヤ

人 が 再 び昔 の故 国 に帰 るだ ろ う と言 っ

て い る6(イ ザ ヤ11:12,61:4,エ

レ ミヤ3=18,12:14,15,30;3)

予 言 者 た ち は,そ の地 が 不 毛 の乾 き き

っ た状 態 か らゴ 美 し く実 り豊 か な,肥

沃 な 土 地 に 変 わ るだ ろ う と予 言 して い

る。(イ ザ ヤ35:1,41:19,20,55

覧13)

.旧 約 聖 書 の 中 には,エ ゼ キ エル 書 に

記 され て い る よ うな様 式 の新 しい神 殿

が エル サ レ ムに建 て られ るだ ろ う と い

う予 言 が あ る。(エ ぜ キ コヲレ40-43章)

近 代 の 井 ダ ヤ人 は,さ らに彼 らの 中 か

ら レ ビの子 孫(昔 か らコ ー評 と呼 ば
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ジョセブ ・フィ→ レディング ・スミス

福 音 の 学 徒

「主が信頼 し信任 され,人 々の中 にあ っ

て主 を代表 して立 てる資格 のあ る人 を,主

が見 いだせ ない ときは 決 して な い ので あ

る。 これは私 の証 であ り,そ れが真実 であ

る ことを喜 んでいる。」

数年前,こ の ことを語 った 同 じその人 が

人々の中にあ って神を代表す るよ うに委任

された。

敬愛す る予言者 ジ ョセ ブ ・フィールデ ィ

ング ・ス ミス以上 に,長 年 にわた る献身的

な奉仕を通 じて備え られ,教 会の大 管長 会

に入 った人はいない。 ジ ョセブ ・フィール

デ ィング ・ス ミスの名 は,彼 の父 であ り,

1CO1年 か ら1918年 にか けて教 会を管理 した

ジ ョセブ ・F・ ス ミスにちなんでつけ られ

た。 ジ ョセ.フ.・フィールデ ィング ・ス ミス

はまた,予 言者 ジ ョセ ブ.・ス ミスの傍 にあ

って不変不動 に立 ち続けた忠実 なハイ ラム

・ス ミスの孫で ある。

現代 の指導者 の偉 大な経験をな がめ る と

きに,そ れには私た ちほ とん どの者 の理解

を,は るかに越え るものが ある。 ジョセ ブ

・フィールデ3ン グ ・ス ミス大管長 は十二

使徒評議艮 の空 席を満たすべ く,ユ910年 に

33歳 で召 され,以 来60年 以上 にわた って主

イエス ・キ リス トの使徒 として忠実 に働 い

た。 またス ミス大管長の重責を担 い5年 間

大管長 会の副管長を務めた。

教 会幹部 としての驚異的な記録 に加 えて

他 の分野 でのス ミス大管長の鋤 きと貢献 も

教 会史上 砥 とんど比類のない もので ある。

ス ミス大 管長 は,49年 の間教会歴史家 とし

て働 き,教 会の歴史 と教義 に関す る特別 な

知識 は,教 会 中で長年 にわた って権威 あ る

ものと して認 め られてきた。1901年 最初 の

著 書 「トップス ・フィール ドの アサエル ・

レ オ ン ・R・ ハ ー ト シ ョ ー ン

ス ミス」を書 いた。1970年 に は最後 の著書

とな った 「熱心 に求め よ」 が出版 された。

その間全部 で25冊 の著書 を著 わ し,多 くは

福音 を学ぶ者 にと って家庭で欠かせな いも

のにな ってい る。 その中 には次のよ うなも

のが ある。1922年 刊行 の 「教会歴史粋」,

1931年 の 「完成 への道」,1936年の 「人類 の

進歩」1938年 の 「予言者 ジ ョセブ ・ス ミス

の教 え⊥1954年 「人,そ の起 源 と行 く末」,

1954年 か ら56年 にかけ て3巻 発 刊 さ れ た

「救 いの教 義」;ユ957年か ら66年 にか けて5

巻発刊 された 「福 音の質疑応答」で ある。

ス ミス大管長 は,1876年7月19日 に生ま

れた。1898年4月,21歳 のとき,最 初の妻

とな ったル イー ・エ ミラ ・シャー トリフと

結 婚 した。 そ して結婚 後 わ ず か1年 後 の

/899年5月12日,ス ミス大管長は父親によ

って七 十人 に按手聖任 され,翌 日伝道地 に

向けて旅立 った。 当時,ス ミス大管長 にと

って,こ のよ うな個人 的な犠牲 を払 うこと

は,確 か に今 日の私 たち程 以上に容易では

なか った。 しか し,ズ ミス大管長は その召

しを受け,2年 間 ノッチンガム ・コンフ ァ

レンス(英 国中部)で 働 き,1901年6月 に

帰 国 した。

帰 国後,ス ミス大管 長は,教 会歴史事務

・局 で働 くことになり,生 涯の大部分をそ こ

での仕事 に捧 げた。 さらに1907年 系図協会

の書記 に任 命 された。

十二使徒 評議員会会員にな る2年 前,ス

ミス大管長 は最初の妻ル イー ・エ ミラを失

った。 また1908年11月2日,エ セル ・ジ ョ

ー ジナ ・レイ ノルズ と結婚 したが,彼 女 は

ユ937年8月26日 に亡 くな った。最初 の妻 ル

イー ・エ ミラとの約10年 間の結 婚生活で は

ふ た りの娘に恵まれてい た。2度 目の妻 工

使 徒 と して

働 い て い た

当 時 の ジ ョ

セ ブ ・フ ィ

ール デ ィ ン

グ ・ス ミ ス

長 老

セル ・ジョー ジナは5人 の息子 と4人 の娘

の母 となったが,伴 侶 としての生活は29年

間で あ った。

ス ミス大 管長は次 に1938年4月12日 ジェ
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勝 欝趨

鍵

」シ

たちの ために,試 練や苦難,罪 を御 自身 で

負 って くだ さったこ とを,世 の人 々がただ

悟 って くれれば よいのだが」 と。 こう語 り

なが らいつ も父 は目に涙 をためるのです。

数年前,書 斎 で父 とふ た りぎりでい ると

父 は瞑想 にふ け って いま した。私 は静け さ

を破 るの をち ゅうち ょしま した。 しば ら く

して父が 口を開 きま した。 「先週 の木曜 日

私 は神殿で兄弟 たち(教 会幹部 の こと)と

会 ったが,お 前 もその場 にいあわせていた

＼

憩 懸

灘
望
・

即繍 難
髄.

篭
聯

縫1
多彩な事柄 に

関心 を示 した

ス ミス管長

.鋤

.悔

、就 吟"魏

、.働
」㌣

'
馬

者 ジ ョセブ ・ス ミスを愛 し,私 の購い主を

愛す るように教 え られま した。 祖母の ス ミ

スにつ いて は全 く覚 えがあ りません。祖母

は,女 性の うちで最 も気 品のあ る人だ った

ので,祖 母 につ いて記憶 がないのを いつ も

残念 に思 って います。 しか し祖母 ス ミスの

良い姉妹で,私 に とってはおば にあた るメ

リー ・トンプソ ンの ことは覚えてい ます。

少年 の頃 よ くメ リーおば さんの ひざに座 っ

て予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスにつ いて聞 いた

ものです。 その ことを本当に感謝 して いま

す 。」

ス ミス大管長 は小さい ときか ら聖典 を読

む決心 を した。姉 妹のエデ ィスの言葉 によ

ると,ス ミス大管長 はユ0歳にな るまで にモ

ルモ ン経を2度 読 んだ との ことであ る。

「まだ アロン神権 を受 ける年齢 に もな っ

ていな い頃,父 は私 に1冊 のモルモ ン経を

手渡 して読 むよ うに勧め ました。私 は この

、締

,グ,

㌃'、

西7

ぼハ エ 　

勲聯 羅 翻 ～擢

らよか ったと思 うよ。兄弟 た ちが,主 で あ

り救 い主であ るイエス ・キ リス トベ の愛 を

証す るのを聞かせ たか った。』そ う言 って頭

をたれ る と,涙 がほほを伝 わ って上着へ落

ちま した。 それ か らしば らくして,頭 を上

げず に うなず きなが ら,r私 は主 であ り救

い主で あるイエス ・キ リス トを本 当に愛 し

て いる」 と言 いま した。

主 に対す るス ミス大 管長 の献身は幼い と

きに始 まった。

「私 は母親の ひざに抱か れなが ら
,予 言

230

svrei

ニー フ ァイ人 の記録 を感謝 して受け取 り,

私 に与 え られた課題 を果たそ うと努めま し

た。私 はある聖 句に深い感銘を覚え,そ れ

らは決 して忘 れえない もの にな って い ま

す 。」

ス ミス大管長はま じめで研究熱心 な性格

である一方,陽 気な性格 も持 ち合 わせて い

た。 当意即妙は ユー モアの セ ンスもあ って

ごく自然に用いていた。

ある とき,ス ミス大管長 は,自 分 で摘 ん

だオ リー ブの実 を弁 当入 れに詰 めて,カ リ

フ ォルニ アでの大会か ら戻 った。 宝物を手
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もしだれかに不公平 な ことを した と感 じる

と,遠 い ところへ も出かけて行 き,愛 あ る

言 葉で話 しかけ,親 切な行 ないを示 して そ

の人の心の痛 手を消 し去 るのです。夫 は喜

んで若 い人を家へ招 き,ス ポー ツはもちろ

んの こと若い人が興味を抱 いてい るもの な

らなんであれ,そ の 日の話題 として若 い人

た ちと話 し合 っています。その ときほど,

幸福そ うに見え ることはあ りません。夫 は

良 い話を楽 しみ,ユ ー モアを示す場 をす ば

や く見抜 いて人を笑わせ,ま た笑わ れる人
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にな り,い つ も健全な活動には喜んで参加

す る人 なのです。 私の知 ってい る夫 は,寛

大で 不平を言わず,思 いや りが あって,思

慮深 く,同 情 心があ って,愛 す る者 のため

に生活 を最高 の喜びに高め るよ うに,自 分

の内なる力を尽 くしてあ らゆ ることをなす

人 です。 それが,私 の知 って いる夫です 。」

以上 の寸描 は,ス ミス大管長 の性格 を知

る上 で,あ る老え方を示 して くれて いる。

だが,ス ミス大管長が最 も長 く人 々に記憶

されるのは,福 音の学徒 としてで あろ う。
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ス ミス長 老とその息子

レゥ ィス(第 二次世界大戦で戦

死)

教 会のあ る総 大会で,ス ミス大管長 は次 の

よ うに語 ってい る。

「生 涯を通 じて,私 は福音 の原則 を学 び

それについて熟考 し,主 の律法 にそ って生

き ることを追い求めて きた。 その結果,主

への愛,主 の御業昏 の愛,ま た地上 での主

の 目的を さらに追 い求 めるあ らゆる人へ の

愛が,心 の うちに湧 きあが って くるよ うに

な った。

私た ちは皆,さ らに福音 を研究 し,聖 典

を読み,教 会 につ いて良 き書 を読 む必要 が

あ る。 ス ミス大管長 は私 たちに模範 を示 し

て くだ さり,も し私た ちが研究 し,熟 考 す

るな ら,「 その結果,主 へ の愛,主 の御 業

へ の愛 が,心 の うちに湧 きあが って くる」

と告 げてお られ るので ある。

大 管長 会 ス ミス大管長,タ ナー副管長,リ ー副管長
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質 疑 応 答

非常に才能があ って裕福な家族が福音を受け入れる備

えをするのをどのように手伝えるでしょうか。

解答 ペダーソン

釣合いの とれた幸せな生活 を続 けるために満た さなければな らな

い,根 本的 な必要や欲求 がすべ ての人 にあ ります。裕福で あろ うと

貧 しか ろ うと,あ らゆ る人が未解決 の問題 や困難 また神への親近

感 をもって います。 ち ょうど食物 や衣類 が この世で必要な ように,

今 あげた事柄 も充足 される必要 があ ります。た とえ ある人が幸福 そ

うで,裕 福 で才能 があるよ うに思えて も,福 音な しでは まだ完全で

あ りませ ん。人 が幸せ であるためには,生 活のむな しさが満た され

ね ばな りません。

ほ とんどの人 は,生 来 心の最 も奥底 に考 えを秘めてい るので,あ

なたは容易 にはその人 の必要 としてい るものや欲求を知 ることが で

きないかも しれ ませ ん6し か し新 しい成長の経験を経 るときには,

必要 として いるものが表面近 くに浮 かび出て く.るものです。結婚,

子供 の誕生,新 しい社 会へ の移 転,病 気,愛 す る人 の死 といった事

態 にあ うと,人 々は,平 常の ときよ りも,す すんで天父 につ いて学

ぼ うとい う気持 になるよ うです。

神 は次 のよ うに言 われま した。 「事な き時 に,彼 らわが助言 を軽

ん じた り。 され ど事 ある時は,彼 ら止むを得ずわれを探 し求む 。」

(教義 と聖約10ユ:8)

福音 につ いて話 す時期 が熟 した ときに正 しい答えが与え られ るよ

う,聖 典 を学 び,祈 りを もって備 えな さい。 誠実な友人,隣 人で あ

る ことか ら始 める ことができます。友 人や隣人が休暇で出か けるよ

うな とき,芝 生 に水 をや った り,ペ ッ トの世話を してあげ なさい。

パ ンを焼 いた ら,隣 の人 に試 食 して もらいな さい。 「この故 に善 を

為 すに うむ ことなかれ。 これ汝 ら今 偉大な る一事業の基礎 を置 きつ

つ あればな り。 それ,小 なる事 よ り偉大な る事起 る。」(教 義 と聖約

64:33)心 に とめてお くべ き大 切な ことは,何 をす るに して も,謙

遜 に誠意 を もって しなけれればな らない とい うことです。 ヴ ァンサ

ン ・ド・ポールは言 っています。 「貧 しい人 々を心か ら愛 さな けれ

ば な らない。惑 もない と,そ の人々はパ ンを与え られ ることを きら

うであろ う。」

人を福 音へ改宗 させ るのは,ま さしく聖霊です。私た ちは,神 が

人 に不死不滅 と永遠 の生 命を もた らされ るのを手伝 う,単 なる道具

にす ぎないのです。神 が望 まれ るときに,神 の望 まれ る通 り話せ る

よ う,霊 感 を受け られ る生活 を しなければな りません。だれで あっ

234

て も 「みた ま」 による証 な しに教会へ入 る人は,砂 の上 に家 を建 て

る人 の部類 に入 るので す。神 はすべての教会員 に霊的 な賜物 をお与

え くだ さいま した。 その霊的な賜物は,養 われて ゆ くべ きものであ

り,福 音 の模範 に従 って生 活 し,ま た人 に確信 を与 えよ うとす る際

に 「みた ま」 の力 で語 れるよ うに教会員を助 けて くれ る ものです。

私た ちは祈 りの中で,個 人的に,友 人や隣人 を思 い浮 かべ て祈 るべ

きです。私 たちはできるだけ,福 音の原則 に密着 して生活 しなけれ

ば なりませ ん。 そ うす る ときに私た ちは,良 い模範 とな り,正 しい

ことが言 えるよ うに霊感 を受け られ るのです。

「誰 にて も汝 らを受 け入 るる者には,わ れ もまたそ こにあ らん。

そは,わ れ汝 らの前 に先 立ちて行 くべけれ ばな り。 われは汝 らの右

に在 り,ま た左 に在 らん。わが 「みた ま』 は汝 らの心 の中に在 り,
いだ

またわが天使 らは汝 らを囲みて懐 き支 えん 。」(教 義 と聖 約84=88;

49:27参 照)神 はすでに私た ちの前 に先立 って行 かれ,私 た ちが

霊 の賜物 を行使 でき るよ うに機会 を備 えて お られます。 「お よそ人

何事 にも神 を怒 らせずまたは何事 にも神 の怒 り燃 ゆる ことな し,た

だすべ ての事の中に神の御手 のある ことを告 白せず,そ の誠命 に従

わざる者 に神の怒 りあ り。」(教 義 と聖約59:21)神 はあなた の隣

人や友 人の ことを心 にか けて お られ5回 復 された福音の神聖 さをそ

の人 々に示 そ うと切望 して お られ るので す。神 はまた,あ らゆ る人

々の奥深 く内在 してい る老えや欲求 をご存 じであ り,あ なたが 自分

自身 を準備 し,友 情を培 ってゆ くな ら,友 人や 隣人に話す機会が訪

れます。 もしあなたが霊感を受 けるな ら,聖 な る魂,切 望 して いる

魂,満 た されない飢えてい る魂 に触 れ,「 みたま」によ って説かれ

る福音 によ りそれを満たす ことがで きるのです。

多 くの 自称宣 教師は,そ の よ うな機会 があるに もかかわ らず,論

理 的にあるいは合理的 に説明 しよ うと して失敗 しています。 そのよ

うな人 は,友 情 を こわすよ うな ことを言 わないか,ま た相手の感情

を害 さないか と恐 れます。主 はこの点 につ いて戒 めてお られ ます。

「されど汝 らの中,或 る人 々はわが悦ぶ ところにあ らず。そは彼 ら

人 を怖 れて,己 が口を開かん とせず してわ が与 えたる才能 をか くす

による。禍 なるかな,か か る人 々よ。わ が怒 りは彼 らに向いて燃ゆ

れ ばな り。」(教 義 と聖 約60:2)私 た ちは日常 の軽 い会話 で,人

に多 くの良 い物 を もた らす ことはめ った にあ りません。私 た ちは霊

感 を受 けたときに,聖 な る 「みた ま」が私 たちの心に強 く訴 え るこ

とを語れ るよ うにな らなければな りません。た とえ,そ れが時 には

困難 なよ うに思 えた り,場 違いのよ うに思 えて も,心 の清い人 々の

魂 に触 れるのです。

友人 に理解 して もらうため に用意 され たパ ンフレッ トや書物がた

くさんあ ります。 家庭 にそれ らをい くつか用意 して お くのはよい こ

とです。 そ うす れば機 会が訪れた ときに,友 人 にそれをあげ ること

がで きます。 も し適切 に準 備す るな らば,福 音 を知 って受け入れ る

人 々の心 にもた らされ る変化 と喜びを 目にす る ことによ って,毎 年

豊 かな霊 的な経 験を味わ うことがで きるで しょう。

ハーシェル ・ペダーソソ:伝 道部代表



5EZ

「。評⑦q駆く¢n;L皐真

91。}皐2メア首景雪〔4rム。評}kう(ン⊇1

ぞ=～9q?亘ヨ1別くγ猛4⑦9薯畢」
o=¥σ塁勲甥瑳「Q認Q更似

6量⑦粒>4G皐
」。4抑ヨー母圭蝉Y

⑦ξ～「ソ=～勲⑦×ζ4;。4丹翠抑=丁母幸

〈4～髪qY回蝉Y4寒ユつ母瑠鼎`興～妾

皐騎⑦くど孤/1判期礪i`望認ぎ轄礪讐1

。4穿脅ン盲聖

国騒⑦?9ア1髪〉ユγi窪G吾筆衷ムτ(∂

〔4「ム`亨劉⊇1くこζ64`薯牌〆y》⑦

羽母享⊇1鼎⑦妾02自峯髪=～管.暮母∠:γで

孤/1趣阻鋤罫腰峻`鮮期琢⑦遡煮翻日

一4・ぐzトー丘yト1チ滋ゴ4r名乙64

一宏丘澱く広・
.埜・∠4

「。臼∩

く4⑦Q耳勲Q黒僻勲薄QユG鋤立皐劔

坐iぎ哩露`(ヨく¢吸q⊇坤⑦醜⑦腰(争=～η

妾占⑦9皐つユ(ン9v國茎⊇ゆ.ゑ勲

題＼レ`脅4挙・尊タ租「申畔腰」。4∩皐

α曇準噂逓「。'γ皐勲鉢一・で一4r」。4

つ立壬裂写q鍵`ユ胃母⑦4(ン峯つユ

こ》尊:`γ皐(4G母笥Ψs¢Yン3くζ乙⑦

職q國`撃1一レ訟々き壬(∂4駆皐＼レ

'艦
轡

避

＼

べ差〃辛lill直6℃

一6=n∫二・S・9

「乙⑦曾

ユG鵬誹箪判日謝日`ムム」。4∩罪

、う呈立島{灘9宇曾客コ團コ牌ツ聖⑦中

等瑳`ユつコ}騨…蜘圭つ室⑦目曇ε、う甥

q殴嬉景呈量蝉窯八q卿`ヨ:耳簗盟∫q〔・去⑦暫

身薄=】禦セ`申碧⑦i琴暮竃、う普コ1唱劉}

「o⑦鴎医
:[劉ヨ季工。早圭画、レ」:髪i躍＼レ

「。畔認励導γ

2`Q4(ンq～碧壱O…レ`9劉」:Y箪

「。俳

曇Gφ管儲〉ユ勲蚕剰巨弘「ソ量`(李弘

羽等幽用逸「γ3。f評「γ2Aう暴勲鶉9

マ9マ。ン皐4算〉ユq團」:髪難＼P

。皐⑦1髪Q

ユ(ン耳聖励羅臼く¢謁曇一`ユ(ン崔⊇1車

⑦習くふ!`eぬ1一耳:Ydくζ4rレ∠

。畔

・学⑦管qユ∩母輩耳}(o回:Y×6歯ン

。評「ソ管ユG

儲蜘母⑦母9Qマ踊碕⑦…晋Y`⊇僻妾
。評'ygqユつ母箪羽弘つ妾尉鶉。Q

く字管q暴♪`2つ⑦願醤(∂→×孟乙4r

罫・2μソ嬰立團接`旦:Y訊くζ4rンよ

評[1劃旦ll侮=`一4!=耳・`二去

「。ゑ軍∩耳、う(汐嘱9匹甲身享鞘士9β》

阜⑦盟宰曾望コ理4-4→4r!<lr將:・=`s4ゑユ材⑦囲

亘¢(ヨ<磯牌禦⑦ユ、うCコ陪准く≡』1r≡』J。4∩寧0

禦ユ、う是⊆コ`コ犀(‡¢妾4、う量(り仔目`=P身百。写

∩軍来ユG葦蝉▽4ρ乙コ】;?(李⑦珊`∩～臼珪解削誰

「乙蝉乖軍・、う盛∩`(ヨ、うユG口羊く4回`ユG(ンコレ<…4r

…」。写∩箪(汐認4つ皐量覆「翻募⑦琴謹」コ】T(P罵

再曾ゑ裏錘コ層章自乞q94曾ゑ筆務監⑦・74rン乙`日

曾禦。写∩寧、うユ6留?、暉(盈辺〉古毎呈凱ユ∩蝉?

叫`寧朋准耳取くン催9妾G尊9、うコ腿戻男鎖鯉!森ン討

「/

畔聖(ン(をQ薄(き膨(P¥。く4Q導1・～〉}

6(ぎ孕岬(∂卿〈4回`マ壬遇'Qkり(拠4」

。4∩皐Q塁立口古勲

膿ざ`謁⑦購去(∂鼎彰糠。享畢qユ勲

霧孝嬰{`⊇匹マ24喫く¢ン翰⊇1醜鼻`勲

¥身Qユ6團立潮髪。4つ皐qユつ(ヨ

Q脅q9つ=～⑦>25G皐勲曝器`⊇1昇

⑦〈丘広齢ピ〉麺蝉壬琶1Σ耳つ{騨8弘

『レ6⑦寸・で4～チ』4儲く¢照立劃獲

G＼.、

"即
㌔
ウ

Q
＼

「。「ソ手ト

峯Q耳評僻勲醇皐日隻母藍」。4つ皐γ

量9フユG(華母劉目署1壬⑦4「。蝉γ

丹季勲Q勲ユ〉卑1母回`⊇{嗅9(天率

聖∩駆つ1謝由孝蝉算4推`準位惣ら。㏄

4n皐q昼景=～つQ∩(ヨ劃.巨早19¥寒
`禦皐

」。2∫り皐り鼎藁Pl壬⑦耳醇皐＼「/

(∂Q=～Ω別聾駐`ユ(ン⑫認蝉く×孤4

。2若∩皐Qユ∩覆

く∠孤・つユq(ン⊇仰71妾(羨率母∩狸身

Q塁=～酋弘芸ζ4`螺朔権(P遡為翻El

4-

4刈4r引且ll侮τ`'孤60>ζ・一=評

「。曾ρ望ユ∩写耳宮郭⑦粒一

ム≧.(ヨ=∫∩妾`ユ(ンユη:軍1>柘」。⑦

写∩軍皐(を皐i孕⊆=}ユ耳塁毎ロコ】些宜
`§¢写つ率、うユ∩⊃1蝉鵯刮i割店OL。⊆

マ∩ユ⊆2`禦軍一蝉9コ?。4

∩革q呈?宇ゑ寧～尋L転丑暫9～ユつ田

儲軍婆コ】斗6?、う舞G二L∩〉宇鞠封`立(P

4畢ユニ躍〉耳く{16葺整∫¢響曾舞コ響

乙`中薯⑦▽ζrルロニ、うi薯〉町,】じG

∠≡」一一τ

!く≡』1lrヨ=



私 の 証

「あ なた を

お待 ち して い ます」

上 田 忠 義

熊本第2支 部

私の仕事は他の会社の信用状態,銀

行関係などの調査や回収聞題の整理,

取立て,ま た民事訴訟を裁判所で争う

というようなものであり,十 数年間こ

れに精力を注いできたわけです。悪人

といわれるような人々ばかりを相手に

し,こ れまでずっと腐廃 している社会

に憤りを感 じており,裁 判というもの

に慣れて しまっている自分をも見いだ

すようになっていま した。

昨年10月26日 のこと,妻 が車で送っ

て欲 しいと申 しますので,運 転 して行

ったところ,着 いた先がこの末日聖徒

イエス ・キリス ト教会で した。教会の

前にいた4人 の男の人が 「よくいらっ

しゃいました。お元気で したか」 とま

ことにニコニコと心か ら歓迎 して くれ

ました。今まで一度 も会ったことのな

いような,全 く邪心のない清い心に,

またその言葉,態 度に何かしら心を打

たれるものがありました。初めて訪れ

た教会なのでどんな所か知 りたいと興

味を覚え,軽 い気持で足を踏み入れま

した。宣教師や多 くの兄弟姉妹の暖か

い心に接 し,こ んなにいい人がいたん

だなあと感心させ られたわけです。
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11月 に な り,宣 教 師 か ら家 庭集 会 を

受 け るよ うに な りま した 。

話 は前 後 しま す が,そ れ よ り少 し前

、の こ と,妻 が私 の 目を盗 む よ うに して

本 を読 ん で お りま す 。何 だ ろ う と思 っ

て 台所 に立 った す きに手 に取 って み る

と,モ ル モ ン経 と書 い て あ り ます 。 キ

リス ト教 に もお経 の 本 が あ るの か な あ

と驚 い て しま い ま した 。 とい うの も モ

けい きよう

ル モ ン経 と読 め ず モ ル モ ン経 と読 ん で

しま った か らな ん で す 。

何 げ な くペ ー ジを くって い る と,ニ

ー フ ァイ 第3書13章 の と こ ろ に 「汝 ら

も し人 の 罪 を赦 さば,汝 らの 天 の御 父

もま た汝 らの 罪 を 赦 した も うべ し。 さ

れ ど汝 ら も し人 の 罪 を 赦 さず ば,汝 ら

の 父 も また 汝 らの 罪 を 赦 した まわ じ。」

とい う言 葉 が 目 に入 り ま した。 私 の心

に響 く言 葉 で した 。 お経 の本 と思 って

い た の が この よ う な ご どが 書 いて あ っ

た の で,急 に関 心 が 湧 いて きて,そ の

日か ら妻 が 炊 事 な どを や って い る時 に'

少 しず つ 隠 れ る よ うに して モル モ ン経

を 読 み 始 め たの で す 。

それ か ら しば ら く して,妻 は家 庭 集

会 で 宣 教 師 か ら,「 モル モ ン経 を読 ん

で ます か 」 と尋 ね られ:て,「 近 ご ろ は

主 人 の方 が 先 に読 む もの です か ら.と

んと読む暇がありません」と答 えたそ

うです。

2,3日 後,私 へのプレゼン トとし

てモルモン経が手渡されました。読ん

でい くと心に響 く言葉がた くさん載っ

ています。今に して思えば神様の御言

葉を軽い気持で受け取っていたことを

はずかしく思います。そして少 しで も

理解できるようにとの望みか ら自宅に

宣教師の方々を招いて勉強会を開いた

りしました。

バプテスマの面接を受けた時,信 仰

について話 し合い,本 当の信仰がどん

なものなのか もわか らず,信 仰 といえ

るほどの信仰 も持っていないのにバプ

テスマを受ける資格があるんでしょう

かと尋ねました。宣教師が答えます。
る

「この教会はあなたをお待ちしており

ます。」 私はこのひとことで決心 した

わけです。

宣教師や会員の良い模範は私の心を

鞭打つものがありました。 このような

人たちが もっと増えれば私の取立ての

仕事がなくなって失業す るかもしれま

せんが,人 類の幸福のためひとでりも

多 くの人にこの福音を伝えなければと

決心 しました。主が私たちを見守 り,

保証人として助け,導 いて くれるとし
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きりわかります。今,御 霊の導きを受

けてこのことを証できますこと,幸 福

に思っております。

私がこのように神様の子として召さ

れるまでの大きな力,そ れは宣教師で

す。彼 らには何度いやなことを質問 し

たり,言 ったりしたか しれません。そ

れでも彼 らの広い心は決 して腹を立て

たり,私 を責めたりしたことは一度 も

ありませんで した。私たち家族にとっ

て彼 らはただ普通の人では あ り ませ

ん。彼 らは特別な召 しを携えてきた神

の使いです。すべての人に幸福を分け

与えるために来た神の使いです。その

ような人に会い,福 音を知ってその中

に生活できます ことを心か ら感謝 して

おります。アーメン。

私 の 証

「神様 の

子供であれば」

武 田 馨

宮 崎 支 部

私は,教 会に入る資格はないと何度

も宣教師φ方に申し上げました。なぜ

なら知恵の言葉を守ることができない

からです。お酒,そ れは大好物 という

より,む しろ私にとって恋人のような

ものであり,一 生離れ られない間柄だ

と,私 はもちろん妻 も当然のことのよ

うに思ってきました。そんな私がどう

いうわけでこの教会に入 る決心を した
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か証 したいと思います。

教会を知る前の私は,こ れといって

目的もなくただ日を送っていました。

それは本当に空虚なものです。そして

いつも張 りのある充実 した生活を した

いと望んでおりました。 しか しこれと

いって私の心を満たし,活 力を与えて

くれるようなものを見いだせないでい

たのです。

そんな折 り,私 の家に突然ふたりの

宣教師の方が訪問されたのです。そし

て毎週水曜の晩には家庭集会を受ける

ようになりました。その中で教会のこ

とについてお話を聞きましたが,そ れ

らはよく理解することができました。 ・

しか しどうして も受け入れられないの 、

が知恵の言葉です。宣教師たちは1週 灘 薫

間頑張って下さいと申します。やって ,

みようと思いましたが,1週 間どころ

か1日 たりとも頑張ることができなか

ったのです。

そうしているうちに,私 の体の具合

がおか しくなり,肝 臓を少し悪 くして

しまいました。また,あ る雨あがりに

ひとりの男の人が背広を着たまま,泥

まみれになって地面にはうようにうつ

ぶ しているのを目撃 しました。酔っぱ

らって錯乱 していたんでしょう。 これ

には,さ すがの私 も心の動揺を覚えま

した。酔った後は私 もこのような醜態

を見せるのかと考えさせ られました。

きっと神様が,今 後おまえがアルコー

ルを飲むなら同 じような姿になるんだ

との戒めを与えてくれたので しょう。

これがきっかけとなって,あ んなにお

酒と別れるのがいやだった私 もやっぱ

りアルコールは良 くないのかなあと思

うようになりました。

レッスンが進むにつれ,こ の教会が

確かに真の教会であり,私 たちは神様

の子供であると信 じられるようになり

ました。神様の子供であれば神様のみ

こころに添 った生き方をするのが当然

であ り,み こころに添 うということは

当然知恵の言葉を守っていかなければ

なりません。 これが完全にお酒をやめ

る決 心 を した理 由 な の で す 。

この よ うに して 昨年12月24日,私 た

ち家 族 は8歳 に満 た な い下 の子 を の ぞ

いて 全 員 が バ プ テ ス マ を受 け ま した 。

多 くの兄 弟,姉 妹 か ら祝 福 され て,

今 は この教 会 に入 って ほ ん と うに 良 か

っ た と思 い ます 。 毎 日の生 活 や 仕 事 の

上 に も何 か張 りが 出 て くるの で す 。 前

の生 活 と は うっ て変 わ って充 実 した 毎

日を 送 る ことが で き,心 に ゆ と り と,

感 謝 が 湧 いて き ます 。 心 か ら感 謝 して

い ます 。 イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ

って 証 しま した。 ア ー メ ン。
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